













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































十i 「I r l 」ふ
か た 泉 取
~ L = 1 票
フよ  も  イ ヨ  巾 」
か     ■ 予 時
, の 帯 の
一 ラ 全 ア
八  ｀ / ■ _・ ● デ
~~ ア
 町  ニ
ノし ■  'ま  ブ
年 シ 北 川
r_D ン ↑占̂
丁 長 うこ夙
三 は よ 植
春資竺墨
′こ 'す千 ―卜 時
る し 廿  ″こ
ナ坐 ~〔 キ己 キS


















































































































































































































































































































































































(1850年 , 1860年 )
1 単 位  1 1850年  1 1860年  |
常                y t
黒 人 奴 隷 |
自 由 黒 人 |
1、047、411)  7 、  4  1  1                  1
崖好Å弔磐|工争―1鍛爵軽ほ録顕
(148)
第 1表  ヴ ァジェァ"‖における手均豊象生産高 (1851年)  波 」 し 般 し
|   ピ エ距::コ茅蔀理頭1沿海聖帯|
平 均未 耕 地 率 パ セント 1    6 0 4 1    6 3 2
農 場 価 格 総 額 卜
f ル
レ1 6 , 4 0 1 , 5 4 3  3 7 1 , 6 9 6 , 2 1 1
馬, 標   !弓 1 頭 0 2 0 1  0 1 8 1  o 2 7 1  0 1 3 1
十
      1 〃  l o o31 0 571 1幌 1  062 1
羊        |  ′ ′  1 0671 0751 lo41  ∩ 4n l
寮 茅 |ブッしェ】計s111播11ょ絃1汁鷲|
すィぇ遥1竹習 計需|十料lf揺1身鋪|
ヨ   ~   ン
|  〃 28o412273128941 33751





I U D51 0 391 0 42
~     l T f  l 小 ン ト  U 拘 o l  U  3 U 1  0  4 2 1     1
藤        | 「  、 |     |     |     |      |/門`
         十  ド  /十      1     1     1       1|′
rl           l ｀ /    1    1    1
1 1章        __ |      |      |      |      |
| ~‐          ~こ  1   //   1   よ  う ■ 1   土 _じ|` I   A ?食  |
894 800
472,528   1





卜        6U 4 1       03
雲士Z」圭拝革椿ち籍ド〃ル「
西,如L及82'37L∞颯i9J






エル 薪 lii:iri: 「i:iritii~lri:千i~~~~~ |
:121募露 liまISi 3カ|
一一一は上
ケタ  ナ 占  ↓ ジ  ,こ  荘 = 巾 」 lrv  ↓ ツ  つ  r_ 声 |  シ   ー
ー
ェ    ィ サ  ブ   tこ   ~百      声   ゲ 」
f レみ よ H l , オか、 ヤ 再 一 羊 ち 、
｀
ィ′ 的 夕 _ / 千 i ギ吉 才 十 1 ギ
ケ   tン  つ  は   と  の  地  の  乃  十  か  長  侵 ァ し  JB巾  コ  で  衆 土 夕 対ヽ 在  /」
｀
「‐  ィ  '、  ア  _  イ ナ 廿  と  キア  T‐  と   半  半 !―イ ヱ  ヽ / 二   摯  β 、  /  李
ふ 確
・
稿 イ 存 ｀イレ 持 努 害 の の レ
｀




二8 軍再どす脅百鑑1 化霜“唇え庭覇: 易二子を
愁象言要1 経二, サ= 生后ち監店誌( 告望ラを〕当マキィか`/ J とヨ法オヽN 峰つけで争中隔ダ州H 共
長墨畢η毛僅i , を拓資奈夕ど吾套奏卦夜套烹室
魯暑雪二を〕]チ8: Zと骨!°骨魯:: O昌昌
陥   十 、     + 1申  宙  Ll  ・  有   ヤ  井 子 ′ ' フ  岸 1    才 少 単  γ り    ● ? よ ぅ
生   ｀  申  36 ″ ■ 営  rl「  ｀ ノ イ持  I ,を  巧 A ｀ / 士 三    ‐ ィ  ラ
° ~r ヤ
 i、  才 っ
L 出 を 1 ! 螢笠 母 ユ, 路ユ 新 f ■ や  ｀ 1 年 二 ■ キ







々 お 三  な 分 純 は おい
在1 共 ツ _ ・γ l , | ナ却 ニ


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































市干 __ レ   ｀     丞  言  ′こ カ ミ                       十
■ !     ~  _   1 1   十   二   車  t 吉  1   ハ ⌒ャi 、ャ_ ▼   | ぃ ぃハ「ハ 子ヽ| ヽ千1 i
衣  / (  ~ ~  l ‐  .   こ   /  ュ  ? 、  十  V ウ
∪と` ユエ  ー
‐`~ マ = ヤ~  | ― ―
子 会 百 ヤ i F 兵 て 単 署
高 性 主 王 工 上 三 ニ ユ
第 0 本 P ' デわ : ■ 整 1 摯n Ⅲd l 通雪0六子Iやど京警 亀津とぷ通  IT持 | &:38
上二 十  W      ツ  /  、  …  l Accomac    l TW i  3i 418
蓑 た 毎 ジ つ て ア i呼 1傘翌鮮
C
身号[ をとす: 匡二十鵠 ∞1 華1 鍵
 ヽ  /ジ  イ 0 /｀         十    中   「  I AICXancria    l   ュ  ・   |   ‐ ,‐tY>名 鮮ウ ン 為た中1会i3革r将張ght l T w.| :こ1'古 警 玄 六  手 拭 転 丸 ミ1 予Ⅲ専・Y V ■吝■
と
 ネ: 論i  れ も五
子
/企
者ヽ  占  ■ロ    ユ  ,ァ  レキ 141j  l「 ハコ斉ハn      十    P_  1   1、 252
亀0 イ」■ 翠  官 こ と 霊  干: 品1 , k  l  予 1  1 1 2 0 8




工■ , ●  〃  ヽ , ギ     ｀   人    '  辛  ヽ   l  r .   :  T 前 じこ
‐~ ● ヤt ン | ザ巴 「甲
!キ … ミ 品
…
く   ′ o x 転 琳   |ャ マ   =↓ ,w tt LLL世
tま  悔       ノ ヽ
′じゃ ゃ   (V・  :仰 司3じtl「以上日3
蒼売4 天 ↑あ英揺






第 4表  自 由黒人の農場 `1830生  ]R6o生 ヽ
i        l











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































エ ー カ ー
トf     ァ, タ






場    数
場 総 面 積
1 星場 価 格 作 額








ーカー 1 251 501 751100115b120b13仇
1花 瓦 市 三
工
崎 技・ Dlツれυ 1091 ugi 951 341 271 81  41 2 1  2 1  1
r自 占黒人農場の結面桔 ・60_n4AT_■ _
i ~ つ  い 個 す て 数 宇 再 推 一 一 ご k ∩ ′ ▼ ネ ュ
ノ
I = | とを とご1 民曾 と
｀




農 ど 均 は 長
以  人  甲  ア 、 ィ  =r_ レ  1、  十首 ' S品  五  二   十  ヽゴ て J マ  テF ダ 1 1由 /(
て  ,i、  エ  ニ   ご  「f L l  l山  ■― クし 4し  プL カ  ユ  リ  空  天  緯  ″こ バ
ナ) イ す 二 督 採 士 「 歩 父 召
｀' ス■ | | か 体 し と 増 a l l
嘉々司! 妻
・




再望・十え ? 貧彗 ゴ官埜き, ビ炉= 扱t i : T ぶ羅
五 泣 白 経  忘 千 五 六 宵 奮 餐 | 1 竺否 ≧ 【 4 ミ¥ 竺
｀
リ キ庁 占 幕  ズ タ r ふ志 ょ f l = 丁、ヽ 十 体 “えぞ ワ _ ! こ
 `1 、 野  ,f    二   f in 者 ■ ～。 生= ヤ、t ? 1■   1  け代    刀  `υり 負  フ)
喜ニボ=  |に`答里? ぶi i 平] 子を天亀諸審高
テなを言 魯盲富書]長害3 8全ヨ曇骨i螢景雷
J  僅  ′日 を     さ  黒  万  に  抑  口月 器  r、  十 ‐ 手  名  チギ  ヽ  占  二1 干 I
レメ ん 、 = 生     ス   え  |う  _ン、 言「 |ヤ tilIS __  r 官   子! ″ャ    ノ し コフ V
は 一 多、 f  f 官 | ゴ
イ
, ~ 坐! ノ坪 す | し 乳 ヤノ
~ つ
ろ K工
T 性 と  篤 唇 ! ■で
｀有 か 的 実 ル つ 標 々 方 ン 津 ｀




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































矛 じ表 薦 田黒人の素業農民 (定磯を有するもの)(1860年)
l N  A I V I旦    I    C O U N T Y    l  n rヽ r r rゎ Aぃ 了ハ、ェ |   ム 本_二
~










― 一 ― ― ― ― ―
― ― ― ―
|  . 、_ _ 本 _             |
I WagOncr      1   lo6
| …
・取 W H基 姓 L   I  増 さ
Caoenter          i     l● 7
blacksmith     1   80





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































土地の要得,サ セツクス郡 (13 2 5～18 5 8年)
IAし ヽLl r、 ■しL I ツ A■ 畳
95  1 S 106881   1825
ク員   1     71‐ 00 1    1829
lo        100 00 1    1857
123   1      1 00 ‐     1842
7 5 1   1 4 0 0   1 8 3 9
ィ、   |     ょ 氏 nl‐ 1    1凩 氏1
60 00 1    1853
20   1     18 50 1    1851
34   1    137 60 1    1じ 2b
8 3 t10 1    lb4b
■夕()  |    卜 ()(り('()1    上 じ41
R∩   |    ??馬  oo 1    1857
2U   i     Z4 UU I    上 bbU
40   1     25 60 1    1835
18   1     J6 00 1    1847
っrl r、 r、ィ、 1    1Rヽ R
75   1     60 1   lbbも

























































34 24 50 1    1851
31 50 1    18551 4 1  3■ b U 1  : b b
R   I     ?4 ()()|    ]村う]
46 200 00 1    185B
ヽヽア111●d 1    1854175 1  Wlll・ l  ・ bb4
30 1  16081  1848
100   1    ヽ 「ヽ11led 1    1854







l Dハ _ 百 ハ_、 tム
Mllly Hamlin





ふイ ■ヽ寸 「 キ1
T日r月。n TュⅢ済■in
AIthurヽ /1yrick































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 8表  サ セックス郡における
目田黒人土地所有看
(100エーヵ―以上,1860年 )
1    本
_ _  |















r ■ 、 ! す" 担、 ず 生 中 ) 卜 = 材
! 1 篤
空 ナ | 古` 1ぃ`
｀
i ↑毛 T 与干 A て _ ■ 豊 ギ ア 年 ニキ 覇 準 老 こ こ ャ | た
て  子 キ の   (り  ヽ   十  援  地  ノ 、` を  か  セ  ラ 【 エサく 日 」 C_l  C て し ノ ( ツ ノ ロ臣
)↓   ヽ  吉  す  ′ハ  キ  ルア イ市  ′ハ ロ峯   ｀   ン  17- 才 [ユ ヤ ● ‐Hv 経 、 わ  r、  朴 朽 _いサモ法 掌 ] ふ
′
i 達 福 虐 夫 こ ク 即 初 遺 得 討 所 ( D の`
昌ユ賃f 主芳濡溝尿セ禽品セ五褐遣たこル穴あ
雷 , ↓ハ ヽ 河 r ユ ヽ 様 、、 ヽ ルァ フ_ ぁ ■ イ ー イ f ロ イ
天
“式て平賠千冥工実ち半I 有モ弓ヤI Q , ス幸= 5
経審誤橘た夕圭' たこ鋳密く存あ三Y I 育合沼■
人 疲 ど 落 す越 ド i こ は 一 上  で ゴ件 l  °て C ,
十 入 る は ま す ル 当 と
｀
五 地 八 あ 最 が 力 , い
。 エ
ス の 「 約 オ よ に り す r _ ‐人 の 二 る 後 仙 | ゐ る と ル
新接用ギt i 津十六景女とど寮窪
°
2 右T 毒力i ふづ
骨昌:暑巳二:督二宮3暑: 塗昏二凸11告
濡 女 F 曽玄 北I 満 ィ レ 熙 二 , r  i f 八 オ  ｀の  六 カ た
掛 革= 笹 弘 = T ネ エ 主 洋 l f 石笙  補 = 十  ∩ 1 ! |





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 0CCUPAHONINα loccuPAttON INα l
l_________― ―  |―_型__       |   十一 ―― ―― |― ___― ―一 |  |
Blacksmiths  1 7 1 Musicians   1 31









| ▼1 1 l t とr s
Painters      1 2
PIOM′bOys     1 2
9
4
15
25
15
3
1  1
|  ハ
!  R
1 29
1  R
Sawrvers
Seanlstress●、
もpl■ners
Strikers
Shoem趣 【ers
vv agoncrs
yv asncrs
上一空
Ｗ
　
一
「
ｅ‐
　
一
一に
．
里二
(172)(■
/つフ
南
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
ナ
カ
南
部
の
自
由
黒
人
に
⌒
第
一
の
要
因
に
つ
い
て
言
え
ば
、
自
一由
黒
人
が
そ
の
自
由
を
獲
得
し
た
歴
史
過
程
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
か
れ
ら
が
旬
ブｒ
に
取
筆
主
か
ら
『
解
放
』
さ
れ
な
が
ら
も
、
社
会
的
に
は
一決
し
て
解
放
ま
・れ
て
い
な
か
つ
た
、
と
い
う
こ
と
を
先
ず
考
え
ね
ば
，
■
た
・
い
。
こ
の
歴
史
的
亨
情
の
結
果
、
そ
の
社
会
生
活
に
お
い
て
，
、
結
婚
、
珠
蜜
日
、
ど不
立カネな
デ
必
い
て
の
斎
い
で
明
確
Ｆ
白
人
ケ
一は
■
途
一
せ
し
め
ら
れ
、
政
治
的
に
も
完
全
に
疎
外
せ
し
め
ら
れ
、
更
に
，
、
死
刑
以
外
の
場
合
に
は
裁
判
を
う
け
る
権
一利
さ
え
う
ば
わ
れ
、
総
じ
て
、
白
人
社
会
か
ら
は
公
然
と
差
別
さ
れ
て
き
た
の
で
歩
押
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
取
一兼
主
に
よ
つ
て
、
黒
人
奴
雑
化
政
策
の
一
求
と
し
て
歴
史
的
に
政
策
的
に
進
出
さ
れ
て
き
た
も
の
、
で
え
る
一
一
北
惰
”
雌
詐
時
れ
和
庁
雅
嚇
確
菊
つ
輸
末
同
（
も
叫
『
韓
黎
収
一
ぃ！
■
．
或
る
場
合
に
は
、
「
自
由
黒
人
の
生
活
太
≧
‐が
、
白
人
が
う
け
と
る
よ
り
も
一
層
低
い
賃
銀
を
う
け
と
ら
し
め
、
さ
ら
に
　
土ヽ
以
の
価
鋪
埼
型
竺
威
に
”対
し
て
は
性
一米
従
に限
で
、
披
い
易
く
て
‐と
≡
一十
も
よ
一る
」
一千
こ
の
た
め
に
、　
自
呂
出
国
一本人
レ
イ
バ
ラ
ー
ボ
一・
口
人
一
，
イ
バ
ラ
ー
と
対
立
‐卜
、
優
先
的
に
雇
用
さ
れ
る
知
き
専
Ｌ
キう
に
「
、
こ
の
た
め
由
人
レ
イ
バ
ラ
ー‐
か
ら
は
激
し
い
憎
悪
と
、　
〓
店
の
偏
見
と
を
投
け
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
か
く
し
て
自
占
景
人
は
、
殆
ん
ど
一
切
の
白
人
か
ら
、
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
〓
〓一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
〔〕
な
ど
二
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
、
隔
絶
さ
れ
、
か
つ
対
立
せ
―
・ンめ
ら
れ
，、午
釣
で
・あ
る
。　
し
た
式
・
つ
て
、
、　
市
”鈴
ぷ
制
］
，仕
ム
ム
の
一
！ユ‐
】
人
一■
■
と
つ
て
ス
れ
ば
、
　
Ｐ
写
町
黒
一人
も
や
は
り
中
小
人
で
あ
る
』
と
ヤ
）え
て
、
白
人
一社
会
一に
お
け
る
異
一質
的
存
在
と
看
故
す
こ
と
に
、
何
の
不
思
議
も
ユ任
か
（一
ん
■
ギ
序
で
あ
る
ヽ
有
の
知
き
事
情
は
、
亨
だ
積
極
的
に
、
全
く
自
由
票
人
に
特
殊
な
状
況
を
誘
発
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
経
済
情
勢
と
も
一年
一、
や中
中
一
」
中
，！ヽ
十一
十
中
キい
車
一時
｝
い
，中
”和″
”
車
一一，
的
や
岬
一帥
車
”幕
）
一打
中
「
バ
・ブ
ー
（
）
房
一月
の
ｉ
俵
〈
〓
を
お
「
大
十せ
し
めヽ
な
が
ら
、
そ
ゐ
江
士
手
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
一回
行
ｆ
化
し
イ
、
い
つ
■
任
す
な
わ
ら
、
「
極
め
．■
低
■
報
酬
、
短
期
モ
不
安
定
、
お
よ
び
、
奴
隷
す
ら
し
な
い
危
卜波
な
仕
事
」
が
〕て
れ
一
」
あ
る
。
報
酬
「の
．ロト
に
つ
い
て
は
研
戸
王
ヤ帆
明
」と
一ヽ安
‐
サ
な
」”
ン
占
芯
ナつ
ｒｒ
、　
一て
の
一他
の
一
一占
小
中に
つ
ｊい
て
一高
，
一
が
！
こ
」つ
て
ぁ
ｉ
！
低
百
部
に
お
け
る
格
北
生
産
の
飛
躍
的
指
人
と
ヴ
ァ
ジ
ュ
／
１
ア
与／
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
農
業
の
著
し
い
発
展
を
示
し
た
一
八
五
∩
）を
」
一代
に
、
　
収
球
の
所
右
卜″を
虫
借
と
が
、
　
そ
の
術
迄
仰
騰
景
と
指
侯
つ
て
一
膚
、
上
層
プ
ラ
ン
十
一
‐
に
集
中
さ
れ
て
ゆ
イ
と
す
こ
り
一一
一「
和
一〓！『
十中
一
的
寺
一
”
↓
キ
ヤ
一「
中
一
”
中
仰
一
ヤ
的
叶
申
．一軸
い
中
咋
打
一
「
一
‐
一
打
一
ｔ
使
う
よ
つ
庁け
ば
つ
た
の
だ
が
、
そ
の
過
寵
で
、
か
力
一
ら
ｊを
行
甚
円
（
一い”
）
て
も
雇
い
入
れ
得
る
と
共
に
ま
た
何
時
で
も
解
一歴
出
来
る
こ
と
、
そ
し
イ
」、
プ
ラ
ン
テ
イ
ン
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
奴
隷
に
Ｌ
う一
て
さ
たヽ
へへ３
ｏ
宮
斗
８
【命〓
生
骨
●
①と
Ｐ
あ
）】
だ
と
奄
般
よ
一九
た
．〓
■
庁
中ｐま
い
い
コ
ヽ
電
①一】ｉ
十鮮
∝
ｒ
ｍ
）▼
，な
いと
の
打住
吉〒
を
よ
」
せ
〕る
こ
，
一が
出
中
（９６
）
来
る
こ
と
、
な
ど
奴
斡
労
胸
を
捕
う
も
の
と
し
て
極
め
て
百
］利
モ
一？
？
ｉ
と
―
一
、
つ
事
実
が
常
識
的
と
な
つ
て
、
次
第
に
、　
プ
テ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
で
あ
る
と
由
人
小
農
に
お
い
て
で
あ
る
，
」
に
祐
一
ら
ず
、
日
き
黒
人
レ
イ
バ
ラ
ー
の
使
用
が
一
般
化
さ
れ
て
い
つ
た
●
で
あ
ろ
ぅ　
か
く
し
て
日
Ｔ由
黒
人
は
、
唇
々
、
奴
様
以
Ｌ
に
「
イ
辞
（
９７
）
的
存
在
』
と
し
て
、
「響
埋
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
に
よ
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、　
自
由
黒
人
の
　
ヘボ
言
ｏ
ま
営
（デ
宮
停
】学
（）ヽ
Ａ〕■
こ
が
、
奴
辞
何
社
会
に
お
い
て
、
極
め
て
有
機
的
に
、
そ
の
社
会
経
済
機
構
の
な
か
に
繰
入
れ
ら
れ
、
主
に
『
奴
兼
的
存
在
』
を
し
て
、
側
面
か
ら
プ
ラ
と
ア
イ
ン
ョ
ン
＝監
畔
制
を
補
強
す
る
如
き
、
特
殊
な
役
割
を
相
・わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
を
知
つ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
で
、
奴
勲
一制
社
会
に
お
け
え
・
自
由
黒
人
の
一
般
的
存
在
型
態
は
、　
な
か
ば
奴
隷
的
な
ヘヘＦ
一吾
ｒ
ゴ
営
矛
営
と
】挙
〓
〔あ
〉）
で
あ
つ
た
と
に
て
も
間
違
い
な
い
ｒ
あ
ヤ？
ュ
〉
ノ
ー
ス
・
キ
≡
一
ラ
イ
ナ
の
白
Ｉ
Ｅ
Ｔ
（
に
つ
い
イ
卓
許
紹
■
【
々
庁析
を
一何
つ
た
Ｊ
・Ｈ
・
ア
ラ
オン
ク
リ
ン
は
、
〕て
の
ｉ梅
去調
に
言
』）う
。　
一
ア
ン
テ
，ヽベ
ラ
ム
瑚
に
お
い
一モ
、
標
入
占
る
件
二
手
Ｆ
つ
い
一
生
日
占
車
・一人
（
向
北
戦
争
以
前
に
お
汁
ろ
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
芭
異
人
一
う
い
て
う
人
多
一数
は
、
殆
ん
ど
、
べ生
く
熟
練
■
」
要
し
な
い
仕
事
に
従
事
し
に
）
長
氏
と
し
ヤ
、
、
農
場
労
竹
者
ュ
ー
】
て
、
さ
ら
に
一
情
併
こ
力
竹
一有
と
し
モ
、
自
由
黒
人
は
、
件
」事
に
開
″
む
機
会
を
見
付
，
得
た
時
に
、
辛
っ
ビ
．■
生
活
卜
を
立
て
る
Ｆ
一
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
正
と
。
一こ
Ｌ
再
ち
辞
〔】・ュ
内一」】デ
コ
〕・ｏ
ｏ
ツ
一つ
い
【
ｏ
【ｐ
一Ｚ
Ｏ
斗
ｒ
一〇
営
「０
一中Ｄ
Ｆ
　
一ド
肖
一温
Ｌ
一事
山
巾点
人
の
資
産
は
・全
く
微
少
ヤ
で
六
ち
．
て
、
こ
れ
は
「
子
う
じ
て
立
て
ヤ
≡
い
る
生
活
』
の
証
左
と
も
な
る
の
で
あ
る
が
、　
一
八
六
〇
年
の
ｒ
い
ブ
デ
ニ
ア
州
”
で
は
、　
〒
人
当
り
平
均
不
動
産
所
有
が
約
四
（じ
Ｏ
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
由
黒
人
一
人
当
り
の
そ
れ
は
僅
か
一
ロ
ド
ル
早
」
で
Ｌ
）
か
な
い
。
　
一
方
″
一
お
け
る
プ
ラ
ン
テ
ク
！
／
ョ
ン
奴
隷
制
一
の
綸
ｆ
札
卒
一辰
に
“対
し
て
、
自
申
口
黒
人
の
こ
の
合
す
Ａ
！り
賓
一西
こ
そ
、
か
れ
ら
の
一
般
一的
な
存
舟
一型
志
が
『
な
か
ば
攻
緑
的
な
レ
イ
ド
ラ
ー
』
て
も
つ
た
こ
と
を
、
何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
つ
て
い
　
ムつ
小ウ
不
十一！」中
ヤう
，
ま
こ
と
に
取
一部
制
社
会
に
お
庁
え
上
Ｐ
峡
兼
た
「対
す
る
古
ャ酷
さ
』
は
、
同
時
に
「「百
由
黒
人
に
対
す
る
苛
略
さ
』
で
も
あ
つ
た
。
自
国
黒
人
の
存
在
一坐
送
を
決
定
的
た
ら
し
め
た
も
の
は
、
プ
ラ
ン
テ
４
て
．
ン
奴
辞
一側
以
一外
の
何
も
の
ネ
ｆ
わ
な
い
。　
こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
■
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
奴
隷
制
の
存
在
す
る
照
いり
、
自
・出
票
人
は
、
沖
■
モ
そ
の
名
の
如
く
『
自
由
』
で
は
あ
り
得
な
か
つ
た
、
と
い
う
結
論
に
再
び
到
壬
す
る
の
て
あ
る
。
（
一）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一（
一
(lr4ノ
南
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
由
具
人
に
，
，
工
（
（
四
》
黒
人
の
抵
抗
に
つ
い
て
．
こ
の
節
に
お
い
て
は
、
ナ
ト
・
タ
ー
ナ
ー
の
叛
乱
、
一ウ
丁
ジ
エ
亨
州
一
の
奴
兼
論
争
、
荻
隷
主
に
よ
る
自
由
黒
人
排
撃
運
動
と
積
極
■
兵
許
制
擁
護
思
想
の
辰
関
、
の
諸
事
項
を
簡
単
に
検
討
し
ド
吟ふ
る
の
ち
、
「
ワ
ィ
ー
カ
ー
ズ
・
ア
ピ
ー
ル
」
を
牟
析々
し
て
、
自
由
黒
人
に
ｆ
ス
セ
自
立
的
な
奴
隷
解
放
運
動
の
成
立
と
そ
の
イ
デ
才
直
ギ
ー
構
造
を
概
観
す
る
予
定
で
あ
つ
た
が
、
す
で
に
許
さ
れ
た
紙
幅
〓
金
一く
使
い
尽
し
て
し
ま
つ
た
の
で
、
ま
こ
と
に
勝
手
を
は
あ
る
が
、
れ
一の
費
挙
戸
一
こ
の
責
力
一具
す
こ
ン
」
に
Ｌ
ヤた
い
と
思
う
も
四
　
展
　
　
　
朝
三
自
由
黒
人
の
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
州
農
村
に
お
け
る
実
態
を
分
析
し
た
結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
、
総
じ
て
自
由
黒
人
の
多
数
が
南
部
の
土
針
．
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
士
（に
、
奴
隷
制
社
会
の
経
済
機
構
に
有
社
山
）
に
繰
入
れ
ら
れ
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
奴
隷
制
を
一
層
一強
化
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
、
力
人
に
対
す
る
絶
対
的
な
無
属
状
！態
に
ち
ハン
た
こ
と
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
最
一後
に
、
こ
の
歴
安
一事
実
の
認
識
を
基
礎
と
し
て
、
簡
単
な
展
望
を
試
み
て
お
き
た
い
と
思
う
，
自
由
黒
人
の
基
本
的
存
在
型
態
は
、
実
質
的
に
は
販
一隷
の
存
在
型
態
に
対
応
し
て
い
■
一が
、
自
由
黒
人
に
よ
る
自
立
的
）奴
酢
″
放
運
動
の
成
立
期
に
，
い
て
、
目
由
黒
人
目
身
が
こ
の
事
ヤき
を
ま
ｔ
・
二
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一（
一
正
確
に
、
ま
た
、
最
も
切
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
皐
込
”鮭
一お
抵
抗
・
叛
乱
ドＡ十
１
　
タ
ー
ナ
ー
に
いわ一け
る
が
布メ‐．‐夕く
、　
飾
！（‐‐一“挫
十二
キ手
【拓
〕
汁
上
け
午
漏
拠
口
じ
想
い
ｒ」
若守
うか
」れ
）つ
応胆
二
田
一
才
上
京ｉヽ
じ
すＬ
い
た
の
に
対
し
、
自
由
黒
人
の
抵
抗
思
想
は
、
自
由
黒
人
と
及
隷
と
一の
実
Ｌ
に
か
た
すヽ
）定
凱
い
認
識
に
ヤ
一用
し
つ
つ
、
黒
一人
好
（兼
中刊
度
の
非
人
間
と
、
非
歴
史
け
に
対
す
る
井
妥
協
的
な
斗
い
ン
一
し
て
自
一』
を
十確
十
■
ｒ）
■
五
　
一
・Ａ
一
丁
八
存
丁
ｒ
一
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
十
′
の
ソ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
を
酢
ｒれ
た
テ
ヴ
ィ
ン
ド
・
ウ
〓
‐
カ
ー
か
、
　
〓
！り
の
一球
中卑
一一
中
一”
一
一
中
．”
一〓
〓”
市
十
し 『
中
一
中
・
「
一
中
中
「
一一
一一一
一申
貯
十一一
中
十
ギ
一い
市
兵
家
Ｃ
・
イ
ー
ド
ン
は
言
う
。
　
一
奴
隷
好
政
と
い
う
輝
か
し
い
運
一動
を
た
■
一
カ≡
お
う
，
千
す
る
里
併
（
に
対
一し
て
、　
ワ
ィ
ー
カ
ー
は
宗
教
の
す朴
一打
ボ
ー
毎
ス
ど
」
と
を
旅
些
首
し
、
ま
た
、
朴
一立
と
早
百
の
ヤ中品
甲
一可
ろ
と
一
ｒ
ヤ
を
す訴
力
．
一叉
に
、
一り
外
一移
ｒ存
持
址
品
ｒ
〃
、
国
営
十
ゆ
十
三
↑
人
の
一走
出
活
ｆ
ュ
塩
浄
こ
本
キ
‐、マ
ユ
〓
）つ
「訂
中一曲
Ｔ
千
一
，
■
．　
ヤ”
一
破
手
７
し
工
′・一
〔〕
一
一ヽ↓強
一
一
。　
　
　
　
と
。
一な
女
協
的
に
取
一悪
制
度
力
ｉ
蝉
幼
Ｌ
ち
ム
ャ
、　
こ
の
非̈
人
”同
持
一な
前
度
いか
、
　
ア
メ
Ｈ
′ｉ
ｉ
共
和
習
目
の
『
白
中
田
一
ル
手
を
す
、
幸
種
の
一述
丈
こ
と
い
ｆＰ
何告
一日
の
青ふ
弾
に
対
〔
し
、
一根
底
的
一
店
一
手
争
盾
す
クる
力
一
の
一日
盲
一を
、　
こ
（り
甲
ワ
オ
―ヽ
カ
ー
ズ
・
了
■
ピ
ー
ル
」
は
確
平
「と
し
て
貢
い
て
い
た
一り
十
丁
一
ス
サ。
取
■
何
度
の
丙
部
か
ら
、
そ
の
テ
荏
い
の
ｉ
体
的
な
打
古
手
と
し
て
歴
史
的
に
現
わ
れ
■
一自
由
黒
人
は
、
先
・ず
黒
人
が
人
一間
で
え
一る
こ
と
を
確
認
し
、　
一
切
の
黒
人
の
人
間
的
権
利
を
主
張
し
、
自
ホ
一
権
に
基
い
て
奴
隷
主
に
対
す
る
反
抗
を
正
当
化
し
、
か
く
し
イ
、
『
自
由
と
平
等
、
幸
福
の
追
求
の
原
理
』
と
、
「
攻
串
解
放
の
原
・
理
』
ン
一が
全
く
一
計
一卒
／る
も
の
で
ｔあ
る
こ
と
す
論
証
Ｌ
・得
た
の
で
あ
る
。
，
ィ
ー
カ
ー
は
■
．れ
を
端
的
に
表
現
し
た
。　
一
わ
れ
わ
れ
は
人
間
で
，？
Ｑ
Ｌ
‐わ
れ
わ
れ
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
ま
と
。
後
・
年
、
北
部
に
お
け
る
民
十
主
義
運
動
・
収
隷
解
波
運
動
あ
発
展
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
北
部
夫
逃
亡
し
て
こ
の
豆
動
に
刑
わ
つ
十
収
雛
７
≡
ンリ
ッ
ク
タ
を
フ
ス
は
、
こ
輸
ど
ひ
と
貿
誓
景
、
Ｆ
わ
れ
わ
れ
ｔ
ア
メ
リ
カ
の
市
民
で
あ
る
。」
に
統
一
す
る
。　
論
響
敵
ャ
に
百
え
ば
、
二
こ
に
お
い
イ
】攻
隷
の
解
枚
運
動
は
、
ア
ナ
リ
，
市
（
一っ
ヽ
一）
民
権
獲
得
の
民
主
主
姜
一淳
動
と
一
体
化
す
る
の
で
あ
る
。
取
詐
解
放
運
動
の
幸
一属
史
に
お
い
て
、
自
由
黒
人
営
ら
に
，こ
ん
好
孜
運
動
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
ダ
ラ
ス
に
お
け
る
女‐ョ
く
、
終
始
自
人
の
偏
見
に
■
冷
不
万
ら
れ
、
或
る
時
は
自
ら
の
セ
タ
ン
ョ
ナ
リ
ズ
エ
の
た
め
に
孤
″立
し
、
一史
に
、
そ
の
社
会
的
生
活
基
ｔ
●
一坊
さ
と
思
想
的
不
統
一
の
た
め
に
維
，え
す
内
部
矛
盾
を
暴
露
Ｌ
、
ま
こ
と
Ｆ
吉
渋
と
引
キ
す
に
充
ち
端
一ち
た
歩
み
を
続
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
ひ
ル
一■
バ
ツ
フ
ォ
ー
カ
ー
に
よ
つ
イ
奉
足
着
せ
し
め
ら
一れ
た
取
様
解
放
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、　
丁
筋
の
赤
い
線
と
し
て
白
一ら
南
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
ィ／リ
カ
南
部
の
自
由
黒
人
に
つ
い
て
を
ヨ
き
通
し
、
や
が
て
、　
一
八
六
二
年
の
『
奴
無
解
放
常
一言
』
に
お
い
て
、
そ
の
歴
史
的
課
題
を
ひ
と
ま
ゃす
達
成
す
る
こ
と
に
な
る
（
や０一〕）
（り
．一ｔ
，
中
▼ん一ラ。
「
生
韓
定
萩
運
動
史
研
一
究
の
一
前
提
」
と
し
て
、
先
ず
そ
の
関
心
を
、
奴
隷
制
高
部
に
お
け
る
自
，由
黒
人
の
一
般
的
な
存
在
型
態
（？
夜
討
に
甫
円
け
た
あ
ヤれ
わ
れ
体
Ｌ
自
呂
虫
星
併
八
が
一南
部
す
由
人
窺
竺
去
に
，
い
て
一
切
の
市
民
的
権
利
か
ら
疎
外
せ
し
め
ら
れ
つ
つ
、
攻
隷
キ
宍
に
一
層
深
い
黎
一属
の
ヤ姉
に
陥
！れ
よ
ツ
れ
て
ゆ
く
事
実
を
見
た
の
て
れ
る
が
、
ま
すさ
に
こ
の
一事
実
の
内
に
こ
そ
、
自
由
黒
人
の
非
妥
一中
的
な
般
無
解
竿
荻
イ
‐
デ
オ
ロ
■
‐
１
の
≡
末
の
基
礎
一か
あ
つ
十
一
、
Ｌ
思
テ，
れ
る
の
て
あ
る
。
か
か
一る
海
い占
一
か
【
才
わ
れ
わ
れ
は
、
以
卜
一
め
茄
布
一ざ
一小Ｙ
と
っ
（り
露
（
市一一
カ
缶
錠
一不
・し
イ
ゴ
Λ
井
十去
ヤ
げ
一
■
あ
ス
？
。
歴
史
に
お
い
て
は
、
或
る
一
十
万
段
階
に
お
け
る
基
本
的
矛
盾
は
、
↓
ｃ
吉
≡
ば一セ
ふ
小の
休
嘗
悟
持
甲
な
テ
卒
席
一バ
庁舌
一
，な
い
フ
〈
回
い
、　
・止
揚
晋
Ｆ
一中
て
「生
成
す
る
一二
）
の
モ
六
｝
り
、
一決
し
イ
・
、
一
あ
こ
祐
悟
で
突
如
発
生
す
る
一取
オ
ｊ
も
の
で
な
い
一
〒
と
は
言
ぼ
ち
ン
セ
一で
．よ
工
ｒょ
い
。　
しヽ
た
が
う
・
て
、　
か
トウ
に
、
商
！〓十
断
「
争
に
お
庁
る
単
一
本
商
学
生
肩
を
、
“拓
部
の
白
吊
里
一刀
竹
一耐
度
（資
本
制
）
と
、
南
部
の
奴
幹
労
竹
制
度
（
奴
隷
制
）
と
の
対
立
に
な
い
て
抵
え
ん
―
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
至
る
歴
史
一過
桂
、
す
な
わ
ち
、
従
属
的
な
諸
！矛
盾
が
人
間
の
社
会
的
な
諸
活
一勤
に
打
外
介
Ｌ
、ヽ
・れ
な
が
ら
発
一氏
卜
）
ｆ
・ゆ
必
ヽ
「迎
程
、
，を
半削
い提
と
し
、
ヤ
一
（
一
一）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一（
一
一
r177ヽ
(176)
南
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
白
黒
人
に
「才
，
一
れ
Ｌ
の
関
連
に
お
い
て
子．．の
分
析
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
卜
．
か
，
く
し
て
二
を
、
歴
史
の
内
在
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
タ
古
奉
一展
う
歩
・
ス
が
明
ら
か
に
さ
れ
得
る
。
本
稿
、　
一「
南
部
社
会
に
お
け
る
ア
メ
ー
マ
リ
Ｌ
し
て
の
自
由
黒
人
』
の
実
悲
分
析
を
通
じ
て
、
奨
兼
解
放
運
動
史
研
究
の
一
起
点
を
設
定
せ
ん
と
す
る
準
備
的
な
ひ
と
うン
の
作
業
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
、
高
北
戦
争
の
本
質
解
明
へ
の
さ
さ
や
か
な
接
近
の
意
図
を
含
む
も
つ
て
，ゃ
ぁ
っ
，た
の
で
あ
ろ
≡
〕エ
（
１
）
Ｐ
Ｏ
命
思
ウ
ヽ
）
臣
【客
し
ヽ
ｋ
亀
＞
颯
Ｆ
Ｆ
一ご
呂
【Ｆ
阜
５
∽
（営
３
Ｒ
，
【
】
ヨ
洋
Ｑ
一
　
∽
一
い
け
ｏ
∽
　
一
〇
【
∞
〇
〇
（
メ
宅
伸
“
ゴ
】目
的
、Ｏ
ｐ
）
　
岸
０
ぃ
一的
〕ｆ
　
　
】官
卜
・　
一
　
”
モ
岸Ｒ
ｌ
ｏｐ
ヽ
と
―
だ
）
Ｓ
ｒ
】
”
亨
８
ｐ
参
照
。
こ
う
北
味
結
渇
は
主
と
し
て
姫
一草
の
単
一
哉
培
の
結
果
で
あ
つ
た
ｏ
煙
草
〓
産
方
法
の
分
析
と
し
て
は
、
ダ
レ
イ
の
同
喜
三
二
章
淳
析
ち
て
仁
れ
チ
Ｌ
い
る
。
（
２
）
Ｃ
″
∽
】
伊
ざ
Ｆ
　
、運
居
Ｕ
の
イ
つ
一ｐ
〓
〕
・営
↓
ｏ
〔
切
ｃ
Ｒ
千
一９
，
　
一吻
ａ
ま
３
】
Ｌ
ヰ留
一つ
”
】
いこ
０
１
岸
∞
工
わ
（
的
単
ｃ
ヨ
引
付
ｏ
Ｆ
”
ｐ
　
】
Φ
卜
∞
ｙ
　
ｏ
芯
一布
３
　
け埋
草
は
輸
出
向
作
物
な
る
が
政
に
、　
そ
の
価
格
は
、
外ヽ
国
市
場
イ
ホ
け
る
価
格
の
変
動
に
よ
つ
て
、　
大
き
く
力
吾
さ
れ
た
の
で
あ
二
．
Ｆ
ｏ
ａ
Ｓ
Ｆ
　
ｏ
▼
（■
ｔ
　
々
ユ
≡
目
Ｈ
電
ミ
ｏ
甲
―
一
０
一参
”点
．
（
３
）
下
院
議
員
Ｐ
・Ａ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
川
議
会
に
お
け
る
発
言
一
一
（
８
）
（
９
）
（
１０
）
は
、　
一
八
五
●
一年
の
モ
ン
ナ
ス
報
告
（
木
刊
行
資
料
）
に
士
つ
て
い
）勾
。
【ヽ
　
滞）
中
”
Ｃ
汗
の（営
ｒ
　
】
′】ｏ
ｏ
　
ウ４
ｏ
”
〓
〕
革ヽ
申
ゴ
Ｏ
【）　
】や　
卜
Ｃ
【
一し
，（津
モ
■
ユ
」】〕キ
一】
ｐ
ｔ
≡
ヽ
　
！刃
ゆ
Ｔ
〕
ユ
ｏ
再
　
、一よ
〕
●
　
”コ
一に
す
一
す
　
Ｏ
〔ヤ一あ
Ｅ
Ｐ
　
　
』
”
（岩
一
（
″Ｐ
、か
∽
Ｆ
≡
ま
些
Ｏ
【
ｆ
　
ド
∞
Ｏ
時
）
】
】
▼
岸
一
〇
‐
‐
的
一
】
申
Ｃ
『
ｖ　
的
〇
一
―
‐
や
〇
】
】
時
時
岸
一
＞
デ
市
置
ユ
亀
阜
５
問
一曾
９
３
ｏ
呂
督
♂
　
単
毬
ｏ
（
！毛
伊
３
ご
岩
）Ｆ
【
惚
｝３
）
●
芯
卜
〕
ｒ
六
▼
ｏ
コ
Ｆ
　
●
Ｔ
（≡
ｔ
　
●
巳
。
〕
中
ｔ
（〕【
】
以
上
三
冊
よ
り
集
録
し
た
。
】
ヽ
（
〕
（
一
【
脚
】
）
（）ヽ
　
命
キ
　
）
く
ｏ
Ｆ
，斉
”　
】▼
ｃ
時
一
Ｓ
一■
と
】
Ｏ
命
ヤ】〕
∽
一淳♂
ｏ
宇
●
■
】
】ヤ
時
景
声
　
一
一八
六
∩
）
年
Ｔ
～
〔
片
！
る
小
麦
の
生
産
百
は
、
ベ
ン
シ
ｋ
乙
二
十
ア
州
が
一
三
、
①
「
工
、
二
〓
三
ヾヲ
ッ
シ
ェ
ル
、
　
オ
ハ
イ
オ
巾加
和
が
一
四
、
二
三
二
、
二
十
【
〕
．フ
ッ
　
ン
ェ
　
ル
ネ
ｔ
と
ん
ヤう
。
ｒ
…
０
●
，
伸
Ｆ
　
（一ｔ
　
ュ
Ｆ
】
々
と
）
甲
”　
ｏ
ｃ
Ю
マ
一】
Ｅ
ｏ
電
ｐ
■
〓
一畳
“８
】
（〕
（〉】
】
母
一
一Ｒ
あ
亀
く
【
幡
！一ユ
Ｐ
一〓
ｉ
Ｆ
●
】斉
）色
　
中つ
浄
卜
句
）
『
ふあ
汗
・″
ｏ
ヨ
〉
均
】
０
０
　
Ｚ
（）い
雫
〕
Ｆ
、
一一）
Ｏ
Ｆ
　
噂
…
「】Ｏ
】，
■
「
脚
ュ
ａ
・〕
ヨ
】
■
〕
■
）
】ヤ
リ
、Ｆ
Ｅ
ユ
ト
　
）
ｔ
　
ｕ
ｃ
新
し
く
成
長
Ｌ
た
一
泄
的
農
業
（鳴
呂
単ヽ
コ
吾
手
じ
一広
攻
隷
一
労
仇
が
全
く
不
適
当
で
あ
つ
た
か
と
言
う
と
、
必
ず
し
も
■
ち
で
は
な
い
。
由
人
小
農
長
は
、
通
円
、
若
子
名
の
奴
隷
チ
所
有
丁
一て
『
奴
設
と
並
ん
で
』
耕
作
に
従
事
し
た
が
、
非
奴
隷
所
有
ま
長
の
高
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
由
黒
人
に
つ
い
て
（
Ｈ
）
（
・２
）
（
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
人
一
〓
デ
午
）
。
　
十
Ｏ
丹
ユ
ヽ
ユ
）
弓
す
つ
角
（）や
ら
ヽ
【
Ｃ
ヨ
杓，ヽ
（日
↑一〔十廷
丁
ヽ
ゝ
ｒ
４
一と
者
臥
ユ
】の
く
，『～
戸
ま
り
】夢
【ｑ
）「
じ
のげ
い府
ｏ
ふ
お
ぼ
〕
（∪
年
中す
か
再
ギ
　
一Ｃト
ト）】
ｐ
　Ｏ
ａ
（
４
↓
一
　
【
　
電
　
一
伸
命
汗
空
・
Ｆ
）
　
申
ウ
【
０
０
　
〕
為
ｐ
一一■
）
】
営ヽ
一し
〇
【
　
”
ヨ
阜
　
，■
【
い岳
・一の
中
キ
】
「
【【
〇
亨
螢
β
メ
一
コ
く
【，
■
ユ
Ｐ
　
申
窯
一ｏ
ｌ
中
嵐
一）
（
ワ
●
召
く
（〕
【
Ｆ
岩
一本網
ｙ
宇
∞
ド
谷
以
一下
で
は
、
Ｆ
円
五
常
下
ｏ
Ｆ
「
お
ｏ
〕浄
増
ｏ
Ｐ
学
Ｒ
　
′
略
記
）
（５
）
わ
が
国
に
お
け
る
奴
計
制
南
部
に
か
ん
す
る
諸
研
究
は
、
何
れ
も
、　
こ
の
時
期
に
お
け
る
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
の
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
農
革
が
え全
く
妄
減
し
去
つ
て
、
一同
一州
は
一。文
隷
奏
殖
川
」
Ｆ
拝
一ぃっ
て
し
ま
つ
た
、
と
し
て
把
え
、　
プ
ラ
ン
テ
イ
ン
ョ
ン
挫
業
の
李
一貌
に
っ
い
て
に
、　
単
一純
な
事
実
認
識
一十
ら
欠
い
て
い
る
「功
含
が
■
・い
よ
う
，
見
受
け
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
Ｆ
・
」
・
オ
ウ
ズ
刊
や
Ｈ
，
ウ
ィ
ー
ザ
ア
な
ど
の
は
高
部
兄
研
究
者
に
面
村
の
傾
同
が
見
ら
れ
る
が
、
す
で
に
、
Ｌ
・
Ｃ
・
グ
レ
イ
や
Ｋ
・
ブ
ル
ー
ス
な
ガ
の
実
証
的
研
究
は
、
こ
う
し
た
傾
同
が
奴
隷
制
社
会
の
把
程
を
一
方
的
に
単
純
化
し
て
い
る
の
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
行
も
て
一明
藤
４
に
京
■
し
て
い
る
Ｌ
　
【
ざ
Ｏ
　
Ｏ
Ｓ
Ｆ
　
ｏ
Ｆ
　
命
一す
】
く
ユ
　
中
い
ユ
軍
一５
，　
Ｘ
ヌ
Ｘ
く
目
Ｐ
　
Ｘ
沼
Ｘ
中ス
キ
パ
田
】ど
ｏｐ
　
へへく
」紀
一す
ま
に芹
埠【■
●
宮
】声
馬
生
中
〕
の
生
【
】〕
ｏ
芦
〕
申
∞
ｏ
や
一
こ
中
再
＞
い
ユ
●
Ｆ
Ｔ
・
【
単
申
白
各
（ヽ
】■
　
召
ｏ
Ｆ
Ｆ
，３
占
（
Ｂ
蔦
▼
●
ｏ
Ｌ
Ｉ
昼
　
を
参
照
。
！Ｆ
　
（）
〔〕ヽ
ｐ
】
・　
０噂
　
　
ｏ，い　
】　
コ■Ｏ
ｒ
　
，嘱
中　
」）砲　
０
中０
１１
時
や
伊
一■
）
ｇ
ｒ
料
”
▼
一
あ
　
こ
の
表
は
、
各
地
帯
の
若
子
の
郡
に
お
け
る
、
選
択
さ
れ
た
と
志
ダ
ル
ー
プ
の
平
均
で
あ
る
。
一資
料
場
合
■
も
、　
三
流
ど
こ
ろ
の
価
格
の
安
い
奴
隷
を
賃
倍
し
モ
方
胸
一中
Ｙ
布
捨
し
イ
．
い
た
。
ま
一
一デ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
の
掛
″合
に
お
い
て
，も
　
業
業
改
良
家
は
奴
隷
を
一
般
農
業
に
も
使
用
さ
れ
得
る
こ
Ｌ
を
強
討
し
、
そ
れ
に
は
『
適
度
の
数
の
奴
隷
』
つ
ま
たア
牢
り
多
一
４
ｃ
な
ない〕
れ
ば
ヽ
「
れよ
ャ
て
石
巾利
で
工め
る
、　
と
神
世
い
た
。
　
＞
　
（Ｖ
〔
十Ｈ
Ｐ
メ
【●
，
▼　
′
〇
一
　
一「
〕
メ
す
ｏ
●
∽
≡
Ｏ
ヨ
一ヽの
停
〕一「
ｒヽ（洋
０
【
【
〕
　
一
ｒ
ｏ
　
♪
氏
，
Ｆ
庫
〓
●
，
い
ゃ
中
，
一！”芦
馬
】
（六
　
メ
Ｆ
】
い
中，
沖ド
伊
ｐ
毎
７
一
，
〔く
一ド
β
は
　ヽ
一
一
Ｃ
ａ
ｌ
ｌ
岸
口
０
０
（
【」
「〔げ
伊
ｐ
ｐ
）
【
ｏ
い
０
≡
】
一）
　
岸
卜
Ｏ
ｖ
　
●
≡
ｏ
〔
　
＋ヨ
　
一ド
　
】や
　
」
”
〇
ギ
の
Ｏ
，
ｖ
　
」げ
】０
　
）
中ｙ
　
り
Ｃ
一
ぬ
）
　
一開
折中
一任
ム
〓
の
一十」４
件
ト
ル
ト
レ
ス
　
ト̈炊
キ
一
〔制
と
（，
傾
内
存＝
キに
ふ
中
■
Ｔ
し
ム■
一は
、
≡
…
・一０
（ヤ
」
中Ｐ
ｏ中ド
ュ
ｒ
〉
４
（）Ｆ
君
一
円
ギ
一）と
▼
―
卜
的
一
【↑
澪
刃
Ｆ
，
色
）
〓
日
一
〓
）
合
】
の
つ
の
Ｈ
淳
｝
コ
Ｒ
●
命
【あ
　
Ｏ
ち
　
り
】
一】
′
一
つ
一
■
　
一
Ｏ
Ｏ
≡
　
∽
Ｃ
，
ユいす
（甘
一０
　
「
〕
｛，
Ｏ
，
！
Ｃ
，
一
●
【
Ｐ
，
９
的
”「
ｏ
布ち
，
こ
　
一
，
　
ぃ
”
〓
ゆ
　
申
Ｃ
●
一
停
脚
】
Ｃ
ｈ
　
∽
Ｏ
Ｆ
一
す
つ
宮
〕
【
虫
一
∽
★
）
】
≡
）
セ
ュ
ニ
Ｆ
叫こ
Ｌ
（
Ｂ
小濁
ｙ
電
甲
中
トー
【濯
　
を
参
照
ネ
元
十
た
い
。
一〓
坐
岡
ャｔ
の
弔
一中杵
に
つ
‐、■
二
一亨
”市
は
、　
わ
た
し
は
、
下
肝
い
に
の
諸
朱
片
を
柾
め
イ
一道
確
に
把
え
ヤ
、
い
る
ダ
レ
イ
の
見
解
に
、
よ
り
親
し
い
も
の
ケ
一庫
一じ
て
い
る
。
（‐９
）
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
つ
た
が
、
今
後
に
お
い
一一■
ヤじ
、
　
打
れ
を
は
一の
　
『
ウ
ェ
　
一
Ａ
　
Ｆ
，
ど
ツ
ァ
　
十デ
一
一
亨
ブ
巾
州
』
　
〔
一
ｉ
ｉ
地
一情
一は
、
考
祭
の
対
【表
に
は
一
切
入
り
な
い
。
（
工
れ
は
、
二
と
し
て
、／
ェ
タ
ス
ン
の
研
究
が
同
地
帯
を
除
外
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
せ
自
由
黒
人
に
か
ん
し
て
は
、　
同
地
帯
を
除
外
し
て
も
一
向
に
売
支
た
な
い
と
．思
ム
一
■
ム
毛
念
抑
）
　
中片
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声
ヽ
下
些
　
卜、／キ”ヽ”；
ｏ
ヽ
一す
●
戸】ヨ
一斥
と
り一！Ｐ市①∽
（一
一）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
ｆ上
（
・３
）
（
理
）
17 16 15
7  6
1179)
r17点
高
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
■
―
力
高
部
の
自
由
黒
Ａ
、に
（ン
一
（
Ｚ
ｏ
〓
く
，
Ｆ
一
涼
じ
】
甲
意
　
を
参
考
と
し
た
ｏ
（２．
）
し
た
が
つ
イ
・、
西
部
渓
谷
地
帯
は
一
応
考
察
の
外
に
お
ギ
，
（
塑
）
　
申】
的
す
市Ｊ
Ｑ
９
チ
″あ
）
ｃ
ｔ
　
ｃ
キ
ｔ
　
噂
町
もあ
一
―
‐
∞
ｃ
（第
）
第
四
表
、
労
五
表
の
数
字
は
、
Ｌ
・
Ｐ
・
ジ
ャ
ン
ク
ス
／
が
一
八
三
０
年
に
お
け
る
八
一
郡
の
、
お
よ
び
一
八
六
０
年
に
方
す
る
九
七
郡
の
『
土
地
台
帳
』
信
営ヽ
ュ
一『車
）雰
）
の
総
て
を
検
討
Ｌ
た
生
町
車
一本
、
　
田
Ｔ
つ
ヽ
ヤ
に
一
Ｃ
ｊれ
，、た
■
Ｄ
の
一
】
↓
つ
一′つ
。
【
く
『
虫
伸
命
汗
の
（し
ｏ
】
．
く
一
了
」
ｒ
、
子
い
≡
≡
ｐ
　
【
「
，
ｏ
ゆ
　
ウ
ム
命
抵
中
Ｃ
　
中
″
付
一「■
〓
う
一
　
停
戸
島
　
狩
】【
Ｏ
宅
Ｄ
】キ
て
　
（
）
事
【
エ
ヤ，
一缶
」
⌒▼
十　
一
”
Ｏ
Ｃ
】
】▼　
一，
　
、句
〓
ｏ
　
」
Ｃ
何
【
，
ｐ
一
〔ヽ
　
ウ４
つ
い
】Ｏ
【ユ
いの
キ
〓
ｋ
）
イ
，
一
／
又
占
く
〉
コ
ｏ
工
（
広
首
０
▼
　
　
」】，
　
い
一〓
ｒ
　
ふ
ｃ
ｐ
　
い
Ｏ
ｔｔ，
ｐ
】
、
争
，
をヽ
『
「
】
口
　
（
以
下
‐
は
申
卜
■
」
ユ
一冷
ど
Ｆ
　
卜
↓
る
ｏ
フ
伊
”
〓
官
々沖
〓
〕
９
、
一　
，
と
昨
記
▼
【Ｐ
澪
う
Ｚ
温
ご
Ｆ
学
ｑ
】
電
岸
８
１
〓
ｒ
い
３
３
　
！児
在
の
セ
ン
ナ
ス
で
は
三
二
―
ガ
ー
以
一卜
つ
土
地
は
農
場
（手
一〓
〓
っ
範
疇
に
今
ち
■
―十‐
卜
、
ブ
一
タ
ス
ン
の
検
討
―
二
『
土
地
≡
■
一
に
は
三
エ
ー
万
１
以
下
つ
工
地
も
含
ま
■
て
ｔ、
為
≡
（ユ
）
前
掲
第
ニ
チ
参
照
．
（万
）
タ
ャ
タ
一ム
ン
の
調
査
盗貝
料
と
な
つ
た
も
の
は
、
『
キ
押
一台
●
こ
「
性
、
吾
Ｅ
言
簿
に不
く
と
口
８
雰
）
、
『
契
約
証
書
簿
共
じ
骨
■
用〕３
す
一
な
ど
各
部
の
役
場
（３
ｏ
命Ｓ
ｉ雰
．
竺
中吾
ｏＣ
　
ｒ」
保
存
さ
れ
て
い
ん
資
料
、　
つ
ま
り
公
文
書
、
登
記
書
一の
類
に
限
ら
れ
、　
こ
れ
，
一，
印
一
の
黒
人
長
孝
な
ど
か
ら
の
、
聞
き
込
み
調
査
に
よ
つ
て
稔
つ
て
〓
る
。
こ
の
た
め
便
宜
上
、　
一
八
ご
一〔▼
年
お
―
（び
一
Ａ
（六
⌒〕
年
「
一
一
障
）≡■
を
れ改
定
Ｌ
）イ
・、　
≡）
の
市
里
若
考
占
十
享
対
昭
小し
て
発
塵
一
的
性４
Ｈ
手
・
一度
出
す
る
一垣
≡
を
と
つ
た
も
り
，
思
，わ
れ
ろ
っ　
目
色
車
一・士
一に
氏
≡
一
一
一
一）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
一ハ
一身
の
記
録
と
い
つ
た
類
の
史
料
は
と
く
欠
一除
し
て
い
る
た
め
　
エ
一り
方
法
，も
や
む
を
え
な
い
バ
・、
　
〕十
ｔ
の
分
析
一ボ
Ｐ若
十
率
缶
工̈
牛
ヽ
の
と
な
つ
て
ｒ
る
こ
と
は
、
■
去
難
い
手
文
で
あ
ろ
う
も
土
抑
！　
　
一一
　
句
　
】
〕
命
汗
∽
ｏ
】
】
】
“ギ
０
０
ン
【
●
い
■
】
【
ヽ
は
げ
Ｃ
ｒ
　
一）
〕
　
時
卜
『
―
‐時
〔］
中
チ
！
　
一切
新
こ
れ
は
　
戸
！
」！
一
１
カ
ー
以
上
の
士
地
の
合
計
で
キ
ヤる
。
し
た
か
つ
て
一
〇
０
エ
ー
「
…
以
下
の
土
地
を
も
合
わ
れ
ｒ
．
，
一Ｐ
地
の
人Ｆ
す
が
い右
干
増
え
ん
，
ど
′卜
，
十一「
然
千
れ
る
，
一
あ
）
一削
品
三
千
三
貝
参
昭
“
一郷
）
こ
れ
は
、
■
王
進
命
存
だ
」
お
け
る
車
・一人
奴
隷
の
伯
月
州
的
ｒ
波
■
、　
こ
の
束
部
沿
海
北
帯
ｆ
ｆ
一二
′
し」ｔ
多
か
つ
た
、　
と
い
う
手
を
人
ｒ
上
里
米
す
る
よ
〉
の
で
あ
る
．
一
抑
一
　
い一
■
，
一ヽ
あ
汗
め
９
メ
　
ヘ百
ギ
ｏ
ｏ
〕名
？
料
●
■
伸
１
再
？
■
】
増
ヽ
卜
一卜高
―
肖
ｃ
”
『
【
〔
・０
　
！ウ
る
ｏ
“
【
Ｃ
　
ｉ口
声
デ
Ｃ
，
，
　
】】
　
申
的
”
戸
（
３‐
！）
　
申
―
ロ
　
マ
・Ｌ
【
∽
（〓
一Ｖ
　
】
′期う
の
ｉＺ
ｐ
児
宮
】
卜
ヽ
中岩
げ
Ｏ
Ｆ
　
】
）
時
沖
『
（覚
一
　
こ
の
事
活
は
、
ヴ
一
メ
ニ
ア
川
以
・外
の
南
部
話
州
ｆ
も
同
じ
て
，
す
■
向
中
Ｌ
【
，
中
白
〕
〓
す
）
Ｈ
す
ｏ
，
【
曾
〕
Ｚ
（
占
済
・
４
，
Ｚ
Ｃ
「一ま
〔
ぎ
【
Ｐ
一一
ｐ
〔デ
　
」
『
Ｃ
Ｃ
　
　
〕
”
一
０
（
台
革
〕ゆ
ｏ
●
一　
一
【
≡
ｒ
申
０
卜
の
）
】
ヽ
や
　
津
り
一
！１
０
申
】
も〕”
『
一
一　
】
キ　
”
巴
一ｏ
「
″
）
∽
一〔滓く
（キ
≡
　
≡
〕
ヽ
イ
ド
・げ
い一串
）や
　
（
口
一コ
ヨ
一ヨ
的
ｒ
営
目
ｔ
」
ｏ
”一Ｃ
）
，
一と
〕
　
≡…ｉ的
『
】
　
一〕〇
時
”　
」
　
ツヽ
　
　
出
一ｐ
的
一い
つ
い
）　
【本白
″Ｊ
Ｏ
『
ギ
つ
〇　
一ウ４ｏ
”
〓
）
一Ｄ
卜
【
■
●
Ｌ
口
命
〓
Ｓ
〓
Ｐ
「
【，０
再
つ
〔，あ
り
０
（
一
】
】
，
，
　
Ｈ
ど
】
ゆ
　
一「
Ｃ
ｒ
【
”
い
中
（
ふ
　
わ
汗
）声
市
Ｆ
Ｏ
【
Ｄ
■
子
き
長
）
る
一
一ｒ
コ
〇
一
ｉ
思
ご
ｖ
●
　
勧
「
な
ど
に
モ
れ
ぞ
れ
内
品
川
ら
れ
経
拘
が
と一？
つ
が
、
一員
に
、
虫
【
【
「
っ居
，
Ｅ
Ｆ
】
増
″Ｓ
コ
リ
Ｆ
‐
〓
】
ヽ
キｏ
ｔ
将
ｏ
（単
９
再
一
Ｚ
９
く
く
骨
Ｆ
・
Ｐ
ｃ
資
一
時
，
ユ
年
一
▼
何
志
ヽ
ｒ
こ
　
一”
■
一■
■
３
り
ヽ
　
＞
こ
の
中
↓命
仰
淳
Ｚ
（拭
【
Ｃ
∽
Ｈ
４
９
】
（
Ｚ
（一言
‐ヽ
一〓
Ｆ
】旨
ｇ
）
宅
卜
事
‐ま
　
な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い
っ
（
３３
）
Ｈド
弓
一
伸
の
汗
∽
９
デ
．葛
″５
ｏ
２
つ
唱
ど
ヽ
い庁【【，
つ
，
こ
●
　
卜
博も
】
嗜
ｒ
ヽ
〕／
「０
的
】ｏ
　
】ヽ
脚
げ
Ｏ
【】
●
モ
　
岸
も
∞
――
時
Ｃ
（３４
）
Ｃ
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
は
、
自
首
農
員
で
は
な
く
テ
十
ン
ト
ギ
つ
た
と
さ
れ
て
い
る
。　
こ
こ
で
は
、　
一
応
事
章
十上
の
菖
営
農
と
千
〓
”収
し
て
お
く
。
Ｆ
句
竹
宮
Ｆ
ｃ
Ｆ
だ
「′る
ｏ
Ｚ
拭
吾
■
骨
一費
Ｆ
ｔ
ｔ
号
卜
一〕
い
】
ふ
い
０
（３５
）
沖ヽ
■
虫
呂
〕みｇ
ｒ
【弓
る
の
Ｚ
（ツい
≡
・
■
常
ヨ
母
Ｌ
】
▼
　
ふ
いる
】
〓
岳
・
ラ
丁
い
景
）
Ｆ
脚】）ｃ
ｒ
　
町
〕
　
岸的
ｃ
ｌ
申”
つ
（
３６
）
Ｆ
申）
一
つ
の
Ｆ
の
９
ナ
　
ベ、「
】
つ
の
Ｚ
（拭
宍
）
一
ク体】宮
】
ｏ
Ｆ
こ
　
モ
　
ふ
ぃ言
〕
≡
〓
ヽ
中γ
一つ
い
】
〇
　
停
斜ヽ
げ
Ｃ
コ
　
〕）
　
一
”
ｃ
（
３７
）
″一
工
一う
吾
コ
エ
す
）
【
，一５
可
昂
①
Ｚ
β
鳩
）
ま
Ｚ
ｃ
【
身
（］）ホ一】３
軍
】デ
一
ご
Ｐ
Ｌ
督
Ｐ
モ
　
ド客
　
参
照
。
自
由
黒
人
農
民
は
、
通
例
比
技
的
開
拓
さ
れ
な
い
解
地
に
住
ん
だ
と
Ｒ
一わ
れ
る
。
（
３８
）
Ｆ
■
）
虫
脚
ｏ
汗
∽
９
ｆ
　
ヘ
ギ
っる
●
Ｚ
ｏ
∞
【
ｏ
対
―
し
ｏ
占
こ
　
宅
　
ド
∞
津
】
「
一吊
ち
！Ｚ
つ
的
【
（）
Ｆ
単
５
Ｊ
　
増
　
単
岸
的
（
３９
）
Ｆ
埼
」
骨
ズ
る
ｆ
】
「
将
●
Ｚ
Ｒ
３
ｒ
脚
可
Ｆ
　
中や
　
ヽ
●
・
　
へ
↓
丹
●
ウ
「ｏい
Ｏヽ　
】「い
コヽ〕Ｏ』メ
と
　
０
，
　
　
卜
∝
岸――
∞
時
（４０
）
農
村
に
お
い
ム子
（・か
る
条
件
を
充
た
し
て
‐、
た
自
由
黒
人
は
、
大
工
、
鍛
冶
Ｅ
、
靴
二
な
ど
の
取
人
た
ち
で
あ
つ
た
，
こ
れ
は
喜
由
黒
人
少
年
が
，
々
徒
売
春
公
に
出
さ
れ
た
こ
と
に
出
来
Ｌ
ヤ
．
い
る
が
、
奴
隷
で
あ
り
な
が
ら
、　
か
か
る
修
業
を
終
え
イ
≡自
童
身
分
を
癖
う
場
合
も
少
た
く
な
か
つ
た
。
こ
う
Ｌ
た
職
人
の
自
由
点
南
北
戦
争
以
前
に
お
件
ち
ア
メ
リ
カ
十南
部
の
自
由
黒
人
に
つ
二
Ｌ
本
〓
”
一防
・〔こ
中人
住
民
が
積
極
一呼
ｒに
排
護
し
た
事
例
に
うャ
い
て
庁
一
、　
口
電
や
，あ
汗
∽
ρ
Ｐ
「
″【
ｏ
ｏ
〕
争
林
■
ｏ
ｒ
ｐ
一）（〕い
ｏ
町
　
∞
∞
―
‐も
０
　
一
少
昭
小
。
し
か
し
、　
目
由
黒
ｉ人
の
救
人
が
、　
自
人
の
破
人
と
対
立
し
た
事
例
・ヽ
工
み
イ
い
（）
一
　
【
一
　
一
一
】
伸
ヨ
声
≡
■
）
、】
す
ｏ
自
”
【
０
０
　
ウ
名
ｏ
∞
】
〇
　
一●
　
ツ
一Ｆ
岳
ヽ
Ｆ
〔
】い
‐
３
】一毒
】
ヽ
」
督
　
白
人
の
職
人
が
少
い
″
一
こ
ろ
で
は
稀
誓
一
さ
れ
、
逆
に
与
ヤ
い
と
こ
ろ
・
で
は
対
立
す
る
と
い
９ヽ
傾
同
に
あ
つ
た
わヽ
け
で
よ
！
わ
．
（
埋
）
　
一≡
，
ド
や
一ュ
ａ
ｏ
一■
ミ
句
景
ｂ
ツ
一〔
碕
，【
Ｏ
句
営
一】Ｆ
ｎ
占
こ
　
●
ｏ
■
ぃ
∞
一
ｉ‐
‐あ
∞
　
〓
■
費
）ｏ
り
一ｏ
中
丹
）
口
半ヽ
５
Ｊ
　
置
や
一
小淳
―
‐
一〕
造
一
一
中
）
」卜
宅
ャ
均
は
（〕
Ｆ
り
Ｐ
ｒ
景
巧
景
石
ツ
一命
い
，
０
可
ｐ
骨
申
ｏ
ｒ
）
）
●
０
卜
い
いＴ
，お
ト
（空
）
一
八
三
〇
年
に
は
、
肉
身
を
皮
隷
と
し
て
所
有
す
る
傾
同
が
強
か
つ
た
が
、
Ｉ
れ
は
、
一“解
抜
・』
す
れ
ば
一
年
以
内
に
押
一小花
立
去
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
し
た
一
八
〇
六
年
の
法
令
の
結
果
、
数
意
に
奴
隷
の
ま
ま
で
『
所
有
』
し
た
も
の
で
あ
る
。
力、
か
る
自
士
一崇
人
の
特
異
な
奴
隷
所
有
型
惑
は
、
れ
枠
に
使
役
の
た
め
に
所
有
し
た
奴
兼
の
場
合
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
Ｆ
Ｆ
す
・
Ｌ
々
キＯ
ｐ
）
句
女
ｂ
ウ
伊
い
ヽ
ｏ
　
口
ゆ
げ
宮
げ
　
屯
】■
　
一〕
ｏ
時
ヽ
　
一　
的
】
ヤ
Ｆ
増
Ｒ́
宮
一庁
ゴ
胃
】
ロ
キ
ヤ①
凛ギ
の
（呼
，７
ｏ
い
「じ
す
ｉＺ
９
，一
Ｆ
Ｏ
・”一■
）中一Ｈ
Ｐ
　
噂
一い
伽
Ｐ
　
「
旦
ｒ
刃
”あ
，
貿
と
）
↓
中】
●
■
，
①
●
２
や
【
，５
【わ
メ
「ヽ≡
力母
ユ
Ｐ
　
Ｐ
ｏ
岸
０
，１
岸
“
脅
】
含
料
許
！
向予
Ｃ
【（子
　
」ぃ一
い
））
寸ｆ
『
ミ
（収
）
だ
が
こ
の
法
案
・可
決
後
も
≠
≡一千
の
一
目
出
黒
人
が
、　
奴
隷
十
、
『
４
と
Ｐ
，こ
の
た
一り
に
購
一入
し
、
必
ず
し
も
全
面
的
に
ｒ
汽
ｒ
法
斉
一が
一
人
殖
一、」
れ
キ
・！一
か
ら
ン
た
、　
と
う
ン
ッ
セ
ル
庁
い
格
れ
摘
‐
，二
】
い
る
。
　
，Ｆ
こ
〓
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
1181)
(1じl_l)
南
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
由
黒
人
に
い一
い
ｆ
力
【卜稼
の
Ｆ
　
中Ｆ
↑
▼
弔
　
Ｏ
Ｐ
Ｈ
げ
中」
　
】
・
　
い
ふ
”
【ヽ
『
　
虫
お
・
汗
り
ｏ
ｐ
）
」「
【
Ｏ
Ｏ
　
ウム
Φ
∞
【Ｃ
　
浄
卜ヽ生
〕Ｏ
Ｆ
　
一
ェ
岩
≡
【ヽ
【〕
「
御
Ｃ
庁
”
○
コ
】　
，電
【Ｏ
Ｏ
　
ウる
の
強
≡０
　
【ヽ
胸
げ
Ｏ
【）　
】
・　
中
一
時
後
段
で
検
討
す
る
が
、
下
層
テ
ナ
ン
ト
の
場
合
に
そ
の
研
耳
チ
“
…
【
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
■
日
句
母
酵
守
ｆ
　
弓
汀
一ヽ唇
中
Ｚ
〔ッ増
ｃ
【，
Ｚ
Ｐ
岳
●
脚【島
】Ｆ
一電
Ｌ
曾
―
脅
　
参
照
。
「ド
可
均
い
の汗
〔叫Ｏ】ゴ
　
】コ【〇
の
〕Ｚ
Ｏ的
【Ｏ
Ｆ
卿
ゴ
Ｏ
Ｊ
　
一０や
　
ゃ
∞
―
時６
こ
れ
は
ジ
ャ
ク
ス
ン
が
聞
き
込
み
調
査
に
よ
つ
て
知
つ
た
〓
軍
〈
一
、
，つ
ウつ
ｏ　
Ｐ
ｒ
申〕
」
”
・
汗
りｏ
日
▼
【デ
中毎
ｔヽ　
・
　
時
〇
ヨ
（
５。
）
」ド
円
二
月
宗
ヨ
デ
生
キ
Ｆ
】
〉亨
も
あ
食
　
】
■
Ｅ
刃
云
岳
Ｆ
（）Ｐ
ユ
Ｆ
Ｏ
や
　
Ｏ
の
■
（
５．
）
【
ド
円
」
的
算
り・ヨ
】
き
“■
ヽ
】〕
亨
時
Ｆ
壇
一
十
ロ
カ
；
汚
Ｆ
ま
ユ
】
旬
　
　
岸
『
ф
（
姥
）
【十
一
ｖ」
や
ｏ
声
３
Ｐ
　
一Ｆ
升
】
モ
　
営
（
５３
）
かノ
ー
チ
ラ
ン
ド
部
の
自
埼
里
Ｔ
（、　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ア
一
は
、
と
人
Ｂ
・
ア
ン
ダ
ス
ン
か
ら
一
エ
ー
ル
ー
の
土
地
を
五
〇
ド
ル
モ
障
一人
し
た
時
、
郡
洋
廷
に
よ
つ
て
、
次
の
如
き
規
制
条
件
を
諌
せ
ら
れ
た
。
「
ピ
ァ
ス
の
家
族
の
者
以
外
は
、
何
人
も
ア
ン
ダ
ス
ン
の
日
意
な
く
し
て
こ
の
土
地
に
住
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
に
商
店
を
た
て
て
は
な
ら
な
い
。
′如
何
な
る
ア
ル
コ
ー
ル
頬
も
完
つ
て
ド
ユど
り
な
い
ｏ
一
」
の
上
「地
に
あ
る
京
に
征
分
標
の
一使
が
計
労
！
う
と
，
】
の
ユな
い
よ
う
に
し
な
一け
れ
ば
な
ら
ず
ヽ
サ
長
に
家
自
が
入
り
ｉ込
ま
ぬ
ｆ
一
り
に
し
て
お
か
ね
十ほ
な
ら
な
い
。
日反
わ後
に
、
若
し
ず
手
ン
ス
自
身
一が
（
一
一）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一（
八
無
宅
の
徒
に
な
つ
た
場
合
に
嘆
．
ア
ン
ダ
ス
ン
は
そ
の
上
針
を
取
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
‐。一
合
こ
Ｗ
ｈ
居
戸
冒
ス
可
丹
ｏ
フ
戸
〓
・
『
Ｄ
ｉ日
一命
一̈「】
ご
】
占
Ｐ
）
か
り
に
こ
の
十
地
が
農
地
で
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
一部
法
廷
を
通
じ
て
の
白
人
の
土
地
に
対
す
る
支
配
は
、
か
く
？
如
く
殆
ん
ど
絶
対
的
な
も
の
だ
つ
た
で
あ
り
、
郡
法
廷
な
ど
地
方
権
力
の
実
態
は
か
か
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
（
５４
）
　
一［卜
申
）
Ｆ
の
一ａ
（
）Ｐ
　
【
、「
鳴
ｏ
●
７
？
項
）
■
営
【
Ｆ
ｏ
い
と
，
，　
卜
時
も
一
『
鳴
Ｏ
Ｏ
一
名
●
∝
】
〇
【
ヽ
・げ
Ｃ
Ｐ
　
増
勺
　
【
や
「Ｔ
Ｉ
雨
的
曇
鈴
）
　
一Ｆ
町
∴
Ｆ
の
汗
り
曾
Ｐ
　
（本■
【
ｏ
ｏ
ゥ
る
の
・い・
ｏ
，
的
≡
事
ｏ
ｒ
〓
　
・▼
、高
く
十　
，一掛
お
Ｏ
】
為
命
い
〓
〕
【にＰ
デ
Ｏ
」一
　
コ
　
　
一，
も
『
Ｄ
一生
的
）
　
一
　
可
　
』ゴ
命
汗
∽
ｏ
≡
）
】「
」
ｏ
つ
　
フ
一ｏ
い
≡
）
！口
仰
げ
〇
【
】
町
ｏ
　
時
時
（
―
志
〕０
（
５７
）
」工
■
刃
湯
∽
】ｒ
ｏ
ロ
ユ
一
ｔ
専
Ｐ
ざ
台
や
参
照
。
各
∞
）
　
Ｆ
■
■
ギ
一●
汗
り
・】
】）
Ｒ
句
【
●
の
ワ
●
∞
【
ｏ
句
ｏ
】
Ｐ
ｏ
Ｐ
こ
専
モ
ふ
・ぃ
「、
志
こ
・
増
Ａ
わ
！Ｚ
（悩
【
（）
Ｐ
Ｌ
３
Ｆ
　
口
甲
　
一再
∞
―
時
，
　
一参
昭
宅
（
ｍ
”
）
　
申
…
モ
・
「
仰
●
一分
（平
一▼
　
合
「
ｔ
ｏ
の
Ｚ
ｏ
ｍ
５
中円
伸
ヽ
」ど
の
Ｆ
こ
口
■
い
的
中
（
ｐ
↓
・
（
〔
四
）
　
Ｈ
…
一
ド
七
申
（」
ハ
安
）
芦
）
　
】
”
月
の
Ｏ
　
中∠
う
い
た
Ｏ
　
申
忘
Ｌ
「）ｏ
Ｊ
　
　
口
　
い
一
『
・　
　
．
【
】
中
ヽ
０
０
ワ
↓丁
・！料
も
一
与
掌
雪
ヨ
ト」
ｉ
】
電
卜
一
い
（
的
叫
）
　
　
一
母
四
ゴ
岳
】
（
〕
Ｏ
停
∽戸
一の
ヽ
　
Ｏ
付
　
　
（↓営
ｒ
）
ｔ
ｒ
的
∞
ｏ
（
鍔
）
　
浮
…
≡
ｉ
Ｆ
ユ
税
（Ｓ
ｖ　
可
・一ｏ
ｏ
一∠
ｐ
【
ス
）
ｒ
生
〕
９
ｒ
　
朽
的
制
Ｆ
（
中〕
）
　
】
一，）↓（一
。
「〕
『
一ド
（軟
）
一
八
０
六
年
以
前
に
、
大
量
の
奴
隷
バ
両
一
の
収
討
主
に
よ
つ
ィ
わ
“‘荻
さ
ｉれ
た
場
一八
日
、　
十
一人
，
一同
在
ヽ
の
名
一を
付
け
る
の
が
通
「川
だ
（４５
）
（訴
一）
（４７
ヤ）
49 48
つ
た
如
く
に
思
わ
れ
る
。
Ｆ
屯
Ｌ
ネ
戸
ｏ
Ｐ
（↓
【
８
Ｚ
拭
己
≡
′争
ヨ
Ｆ
こ
や
　
占
】
チ
あ
柘
】
フ
ッ
セ
ル
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
を
み
煎
。
（６５
）
前
出
四
五
―
四
六
頁
参
無
。
（
６６
）
ラ
ッ
セ
ル
は
、
自
由
黒
人
の
工
地
取
得
は
「
か
れ
ら
の
旧
主
′
‐
、
か
ら
の
通
贈
に
よ
る
」
と
看
位
し
て
い
る
。
ヤ
ェ
ヵ
宮
”≧
ｏ
長
ド
一
洋
　
】
モ
　
岸
卜
Ｃ
（
６７
）
　
【
卜
ヽ
こ
伸
ｏ
汗
洛
ヤＰ
　
　
（
べ句
Ｓ
ｏ
　
Ｚ
総
【
【
ｏ
可
餞
Ｂ
ｏ
【
ヽ
こ
や
卜
⌒〕
貿
丁
↓
（
６８
）
】
ｇ
≡
】
円
・
▲
ド
】
申
ゝ
モ
ニ
伸
Ｏ
ｒ
ｇ
Ｐ
　
一『
る
ｏ
２
①
い
］Ｏ
ｒ
単
）宮
】
〕
甲
ど
―
『
ヽ
ム一々
勉
。ヽ
（
６９
）
Ｆ
■
」
Ｐ
ｏ
汗
の
Ｐ
ｒ
　
、弓
る
ｏ
Ｚ
命
的
【
ｏ
句
営
一る
０
い
こ
や
、５
耳
（
７０
）
　
【
Ｆ
（ｒ
】
●
芸
〕∝
】Ｆ
　
　
セ
ン
ナ
ス
イ
に
は
『
ア
ナ
ン
ト
』
こヽ
評
一「弥
ヤ
一
ず
、
ま
た
『
人
種
」
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ブ
．
ク
ス
ン
は
セ
ン
サ
ス
の
記
録
と
、
『
動
蒔
台
〓帳
』
↑
中
５
的
つ
！君
車
島
モ
【
ｏ
将
【
ギ
ロ
８
戸
）
を
い
ち
い
ち
照
合
し
て
『
テ
ナ
ン
ト
』
と
新
定
し
た
。
（
７．
）
Ｌ
，
Ｃ
・
グ
レ
イ
も
『
テ
ナ
ン
ト
』
の
統
計
が
な
ふ
】
た
め
　
植
一氏
地
時
代
以
後
に
つ
い
て
は
み
ｔ
の
存
在
を
明
確
に
林
天
ｆ
芹
い
い
在
い
。
　
　
Ｐ
■
●
・
（
）
【
や
】
】
　
Ｏ
】
　
　
（〕≡
ｔ
　
　
々
Ｃ
ｒ
「
”　
】
Ｗ
　
ｏ
ふ
ｏ
ｌ
‐
卜
ヽ、一　
　
一
少
一照
。
た
だ
、
テ
ナ
ン
ト
と
称
さ
れ
な
が
ら
、
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
の
フ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、
　
こ
・れ
は
汗
一日
に
価
す
る
。
軍
屯
▼
幹
の
ｏ
Ｐ
へ
弓
】
８
Ｚ
温
る
】「
営
ヨ
（卜
】ｆ
Ｉ
二
■
参
熙
。
こ
の
事
一例
は
上
層
テ
ナ
ン
ト
の
一
般
的
在
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
一
　
呂
・
Ｆ
Ｄ
詳
】Ｆ
〔ｆ
高
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
由
具
人
に
いソ
Ｌ
に
曇
ｃ■
）
Ｔ
ｆ
と
　
を
も
参
照
。
（
竹
ウ
）
　
！Ｆ
　
申
■
「
”
“
打
の
Ｏ
ｐ
】
　
【
一
「′【
〇
〇
　
ツ
一
の
い
■
）
一『
伸
【
【】
●
Ｆ
）
，　
　
申
▼
卜
一
．卜
】
，
■
Ｏ
Ｏ
ツ
々
）い
ス
）
Ｆ
当
い５
，
　
一）
〕】
■
一）
∞
―
‐
一，
９
■
（〔一〕
）
！【一』・４付一
（
ケ
”
）
　
　
Ｆ
・
屯
・
虫
”
ｃ
ポ
”
Ｏ
コ
】
　
へ
百
「す
ｏ
●
　
ツ
「
●
如
■
〕
，句
”
，
中
≡
Ｏ
ｒ
≡
ャ　
０
　
卜
０
●
（７５
）
軍
と
こ
モ
ト
Ｐ
　
参
照
。
（宏”
）
　
「ず
芹
中　
）
●
ｏ
　
∞
ｏ
Ｃ
ＩＩ
卜
０
０
ａ
ｒｒ
）
　
虫
苫
■
「
］ど
白
片
】腎
ｆ
　
湘
ギ
費
〕
ワ
る
（西
≡
）
≡
】
ツ
丁
ユ
す
Ｏ
い
【
ユ
Ｔ
一Ｐ
　
一七
昼
，
上
雨
　
み
殆
宅
（
７３
）
『
史
売
』
，
前
号
七
一
―
七
三
東
参
照
。
（
打
）
ノ
ー
ス
ｉ
刀
ロ
ラ
イ
ナ
州
〔
に
お
け
る
自
由
黒
人
の
見
〓
キ
縮
一業
溝
一成
一■
一を
え参
昭
小
さ
れ
十
い
。
　
ヤ
，
一
〕一キ
”
ユ
ど…
Ｐ
　
ｃ
Ｐ
　
（一十
ｔ
　
】も
一
ω
や
―
小Ｓ
・
念
詢
）
Ｆ
Ｌ
∵
「
買
汁
∽
ｏ
Ｐ
　
『
【
ｏ
①
ツ
■
∞
【
ｏ
ロ
ト岱
研
Ｐ
・　
噂
∞
ド
（商
）
常
部
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
が
自
由
賃
銀
労
働
者
■夕・ｉ
体
と
す
る
資
本
制
的
な
も
の
で
な
く
、
取
隷
労
働
制
マ
ニ
ェ
ア
ァ
ウ
チ
ャ
で
あ
つ
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
ｆ
全
Ａ
‐ ‐！）年
の
ヴ
ァ
ジ
エ
ア
州
に
存
在
し
た
、
二
一
六
の
煙
草
工
場
で
竹
い
た
労
働
者
（
奴
隷
が
も
つ
と
も
、多
，か
つ
た
）
一
一
〓
一
八
二
人
の
内
二
五
〇
〇
人
一が
自
由
黒
人
で
あ
つ
た
。
か
れ
ら
は
臨
時
工
と
し
イ
ｉ季
節
的
に
雇
用
さ
れ
、
　
一
打
狭
隷
と
芹
拭
ャ
ん
で
力切
い
た
」
の
で
あ
る
。
一ヽ
　
■
・
」
い
命
】あ
ｏ
口
▼　
一げ
【い
ｔ
　
】
ヽ
　
ｃ
卜
‐
ｌ
ｍ５
　
一
ク
昭
い
。
（
授
）
自
由
黒
人
レ
イ
バ
ラ
ー
が
攻
隷
た
大
に
、
プ
／
ラ
ン
テ
イ
ン
ョ
ン
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
，■
(1じ2,(183)
高
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
由
黒
人
に
一
い
て
の
不
可
欠
の
方
的
力
で
あ
つ
た
こ
と
は
、　
一
八
五
０
年
代
だ
お
け
る
諸
新
聞
論
調
か
ら
も
充
分
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
，有
Ｆ
】淳
Ｏ
淳
島
　
一
ヤ
】
ｏ
・
一【
只
ツ
コ
　
』
沖
【
命
Ｆ
５
〕
Ｏ
声
と
　
、弓
≡
淳
Ｏ
Ｐ
　
　
「
）チ
甲
ふネ
一単
ｒ
　
く
で
す
村
【
た
ど
の
諸
紙
は
、
自
由
黒
人
の
１ヽ―、十
・外
追
孜
運
動
を
非
難
し
て
、
こ
の
階
層
を
突
然
州
外
に
追
放
す
る
と
な
れ
ば
、
か
れ
ら
の
数
が
千
常
に
多
い
地
市
の
プ
■
′
ン
タ
ー
は
没
落
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、　
と
声
高
に
叫
ん
だ
つ
で
一あ
る
。
「
萩
物
の
収
稚
一時
お
よ
下
）庫
〓
●
ポ
孜
季
節
は
、
か
れ
ら
が
最
も
必
要
と
さ
れ
た
時
期
な
つ
て
あ
毛
ド
（
Ｆ
■
二
居
ボ
皆
Ｐ
　
へ
↓
る
ｏ
　
一Ｚ
β
項
）
コ
ー
ヨ
ｑ
■
●
　
“
一ヽ
し
一十
，
・
て
自
由
里
小人
レ
イ
ハ
ラ
ー
は
、　
ヴ
ァ
ブ
エ
ア
州
の
方
竹
【力
Ｌ
，
羊
．
決
し
て
『
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
』
イ」
は
な
か
つ
十
下
一ｒ
■っ
亨っ
。
，一　
】
「
力
こ
のりＬ
】
０や
　
つ■
３
　
【），十
　
申工
一
白
・　
一イ
照
。
（
出
）
ヤ
〓
電
津
！
・
宣
５
】一
ヽ
８
Ｚ
憾
る
≡
て
仲
】
】
Ｆ
卜
一
言
一
一
∞
一
（））
】
一
の
工
】
Ｔ
≡
ｏ
一
す
つ
Ｆ
Ｌ
や
　
】
貿
一千
り
・営
デ
　
中
・■
つ
ｏ
ウ
４
の
い
凍
）
ｒ
一ヽ
〕（ギ
】
】
　
　
、ュ
ゃ
（
距
）
！Ｆ
円
二
景
】【
一ど
Ｆ
【
有
喬
ｏ
Ｚ
拭
ご
ｉ
営
ヨ
段
■
，
あ
宝
Ｆ
（朽
）
ジ
ャ
ク
ス
ン
は
、
か
り
に
賃
銀
を
取
得
し
た
と
し
て
も
、
■
門
四
⌒Ｕ
ド
ル
程
度
の
うも
の
に
す
ぎ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
、　
と
そ
≡
―
）
イＬ
‐、」
う
。
【ｒ
「と
こ
　
せ
　
一〕Ｃ
∝
（
闘
）
】
卜
申
）
「
申
（〕
Ｔ
Ｓ
Ｐ
　
句
る
の
Ｚ
Ｏ
氏
ヽ
Ｃ
Ｐ
ユ
じ
ｒ
　
”
工
『
ふ
（”コ
一）
　
【一】
Ｌ
　
▼　
せ
　　
『
い
・
（灘
）
自
由
黒
人
の
徒
弟
机
の
奴
隷
制
社
会
に
お
け
る
発
生
過
を
と
を
つ
分
析
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
研
究
に
詳
ド
）
い
。
一
〓
曇
〓
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
句
，宙
〕」
【中一中ｆ
　
自
ギ
５
「
″ヽ
の
ｏ
一∠
ｐ
四【●
ｒ
】
〕る
ｏ
ユ
す
０
い
≡
〕〓
【〓
▼　
ｏ
一Ｔ
］
時
的
―
‐的
一　　　↓夕
市指
一
）
（
８９
）
“
工
申
汁
湯
洛
Ｆ
ｃ
ヽ
の
工
】
年
十〕
い
亨
「
一
【
！打
０
中
）
ユ
と
解
ｐ
蒼
切
岳
岳
ふ
！甲
（〕●
Ｚ
ｏ
増
Ｐ
を
参
照
。
（
９。
）
∩
ド
一
″
年
（
一汀
〕Ｊ
　
申
ギ
ｏ
い
丹
玖
ｏ
一
〔
Ｊ
ｃ
Ｃ
ユ
さ
い
∽
Ｓ
君
切
ま
一円
（ギ
牢
一伸
一ェ
の
コ
　
一ゆヨ
毎
　
メヨ
、の
Ｄ
】付Ｊ
　
中ｐ
　
＝
ギ
一一】
　
ツ
【０
脚
「∽
ｖ　
　
口
　
Ｐ
ぃ
Ｏ
ｔ　
（上
行●
島
　
「“
】　
虫
市
申　
　
中刃
■
あ
り命
〓
豆　
〇
●
　
　
・
≡
　
）
　
】ｒ
申
切
一
（
鈍
）
Ｐ
，
円
阜
い
Ｌ
ａ
（営
）
，
お
●
　
一Ｚ
（高
】６
　
申思
げ
ｏ
Ｐ
　
ｕ
Ｐ
ｒ
　
的
　
単一
，沖
Ｆ
空
］ｏ
二
　ヽ
ｏ
Ｗ
　
命
≡
　
）
〕
や
　
”中止
【
‐―
卜
∞
（９２
）
ヴ
ア
ザ
エ
ア
州
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
の
一
攻
隷
プ
ロ
ー
カ
ー
バ
・提
示
し
た
Ｐ
”【一討
一怖
中格
宗
ど
は
次
の
如
ヤ
ｉ
〕
の
で
あ
つ
た
ダ
●
！一５
日
・一渇
Ｂ
】
、勺
ｒ
■
ヤい
の
０
”
「日
Ｆ
●ｋ
二
」
の
中↓
＞
【再
　
）
恒
　
時
『
【
）
●
許
のい
一，
【」
（■
（早
【伸
】
】
も
　
ユ
，
ズ
一
串
”
ｏ
ち
獣
じ
（
十
八
五
三
年
頃
の
も
の
）
（∪
常
〕２
付
一浮
９
｝
倉
中
―
時
ひ
】
の
一ヽ
あ
）
　
　
　
　
む
ｒ
ヽ
Ｒ
）
５
一サ
ｒ
い
０
一
（∪
】一，ユ
】
】〕一ふ
，
（
」
中
‐
！壇
】
レＳ
一ヽあ
）
　
　
　
　
む
　
０
留
】
一も
　
一マ
ｒ
Ｃ
伽
０
（∪
〕‐‐‐Ｊ
▼
ｒ
Ｄ
々
の
【
●
ｑ
】淳
Ｊ
ユ
」
羊
　
　
　
　
参
　
∞
留
）
百
一
イ
　
０
口
ｏ
（
∪
【］・〈一
】
♂
　
ｈ
９
二
ら
食
半
ｏ
一作
「中
ネ
寸
一ユ
５
の
　
　
　
む
　
『
ｏ
Ｏ
ズ
）
多
　
∞
ｏ
ｏ
（
∪
申中５
】
Ｐ
　
、
９
≡
ヽ
２
半
』
メ
のヽ
一【月
す
（あ
　
　
　
む
　
匂
費
）
一さ
　
４
〕
　
う
Ｏ
ｏ
（
９
申的】（〕
Ｉ
Ｐ
　
ヽ
９
と
ヽ
命
生
”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
め
ヽ
コ
吉
）
参
　
ふ
Ｐ
〕
■．．∪
マ
（）宮
″る
電
ｃ
ョ
ｏ，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
∞
Ｐ
”〓
も
塗」
ヤｏ
ｏ
ｏ
（
〕
（
ｒ
ュ
Ｐ
　
一‐■
ゆ
ｈ
ｏ
卑
一，
Ｊ
ｏ
一Ｆ
】〕
付
　
　
　
　
密
　
『
り
０
斉
）
書
　
∞
仰
ｏ
↑
）
（
ｒ
と
Ｐ
　
」Ｊ
・二
ヽ
命
卑
・
月
【申】
ｏ
】習
］よ
つ
り
　
　
　
窃
　
『
ｏ
Ｏ
ま
せ
　
線
一
　
ミ
伽
ｏ
合
９
〔
ま
■
Ｐ
　
一
Ｐ
】
ヽ
「
Ｒ
）｛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
”
空
〕
≡
〕
争
一
　
」
伽
ｏ
（
９３
）
年
間
賃
借
価
格
平
均
は
一
五
０
ド
ル
て
あ
つ
た
。
］■
Ｆ
軍
ニ
ゴ
ゴ
の
●汗
ヤ　
、，
す
ｏ
　
く
中【い
一ｐ
一い
■
【●
ｏ
　
ワ
一ｅ
ｍ
ス
）
＞
虫
「■
卿
≡
　
伸
コ
色
　
【
ｒ
営
汗
テ
」０
や
≡
】
コ
　
ぃ
、
▼　
う
声
の
島
　
↓ｐ
　
】ヽ
　
円
　
』
御
ｃ汗
″
９
■
】
句
只
〕●　
り名
〔
氏
≡
ｏ　
一十Ｌ
しＣ
ｆ一
一）
の
、
（虫
）
『
央
方
』
・
前
考
七
一
頁
。
（巧
）
「
賃
惜
し
た
収
許
ほ
、
短
い
不
定
対
の
仕
事
を
さ
せ
る
に
は
ｆ
，
適
し
な
か
つ
た
ど
（
十
呂
雰
一努
）Ｆ
Ｏ
■
　
・
Ｆ
，
■
王
「「
一
収
隷
の
賃
借
は
、
一迪
常
、
年
間
契
約
で
行
わ
れ
た
の
で
、
経
済
”
Ｐ
■
い
井
奴
許
所
有
住
民
は
、
『
桁
日時
で
も
雇
い
入
一れ
、　
何
時
で
も
解
雇
出
て
ろ
ｂ
白
竜
黒
人
を
使
う
方
が
有
利
だ
つ
た
わ
け
ｔ
■
っ
一
っ
。
（
９６
）
「
よ
一
）
甘
ｎ
一・
者
Ｐ
「
局
ｏ
Ｚ
憾
Ｂ
】▼
一ど
Ｐ
】ｙ
の
Ｏ
（９７
）
「
自
由
黒
人
の
労
拘
者
、
も
し
く
は
ど
使
に
対
す
る
自
人
Ｅ
村
ｉ
つ
支
配
力
の
大
き
さ
は
、
奴
隷
を
支
配
す
る
取
隷
主
の
場
合
を
ほ
ろ
か
に
上
回
つ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
性
来
、
自
由
黒
人
ネ
■
許
と
全
く
同
様
御
し
や
す
く
、
し
か
も
幹
一言
に
服
従
す
る
も
い
で
あ
り
、
■
に
、
奴
許
一と
は
違
つ
て
自
甫
〓黒
人
は
仕
事
か
ら
一追
う
ド
●
出
さ
れ
る
と
結
局
生
活
手
段
を
取
上
げ
ら
れ
る
も
の
だ
つ
た
■
ｆ，
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
実
際
問
題
と
し
て
、
自
由
黒
人
な
震
一
、
収
承
つ
黒
人
以
上
に
好
ま
し
い
『
攻
隷
」
【に
つ
た
の
で
ネ
一る
十
〓
」
一
」
　
　
「
付
Ｐ
ｒ切
り
の
一
ｒ
　
Ｏ
〕一ド
　
命
〓
い　
，
　
一，メ
　
」
卜
∞
　
）
（
舛
）
、
ＡＺ
単
『
≡
」
】Ｑ
デ
Ｏ
玄
戸
∽
５
】
】
Ｐ
い
い
デ
．
　
４
コ
ャ
十
　
＞
草
！戸
ま
】
（
？
一
▼
＞
Ｕ
Ｒ
〓
や
る
〕Ｐ
宮
Ｈ
】
呂
研
さ
中
≡
（Ｌ
一
，
ｏ
】名
い
い
〓
・
句
（じ
ギ
ヤＦ
キ
ユ
一≡
高
北
戦
争
以
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
南
部
の
自
古
黒
人
Ｆ
（ン
いヤ
て
こ
ユ
軍
中
で
ユ
似
（
Ｚ
留
■
く
ｇ
Ｆ
　
ｉる
コ
ン
中も
Ｅ
ゃ
‐‐
壇
ド
　
本
才
照
。
た
■
、
前
号
七
五
一貝
、
註
一搭
し
に
お
い
て
、
自
由
黒
文
一の
填
隷
に
キ
「ヽ
す
る
リ
ー
ダ
ヽ
‐
）ヤッ
プ
を
、　
個
々
の
，扱
君
中の
一号
例
一に
お
卜
て
富
十
Ｐ
ｒ
る
うか
の
如
く
求
一ぺ
た
が
、　
ンド
れ
は
事
ス
ノ総
体
的
ャに
、
一枚
隷
Ｆ
枚
に
至
る
含
狂
史
過
程
に
お
い
て
大
き
く
取
上
げ
ら
一る
ゃ、
き
性
Ｆ
つ
も
つ
て
あ
つ
て
、
個
々
の
事
例
に
適
用
す
る
こ
，
任
、
歴
史
事
実
′一し
て
も
献
リ
モ
あ
ち
た
。
こ
こ
，
孔
卜」
し
て
お
一上
に
Ｌ
し
↑
男
）
『
史
力
』
・
前
一号
六
二
衷
参
照
．
（
ら
（こ
『
ワ
十
１
カ
ー
、ス
・
ア
ピ
ー
ル
笠
↓≡
打
せ
ら
れ
る
書
一筋
あ
ヤ正
式
の
■
イ
ト
ル
ほ
次
の
如
く
て
占
）宅
ニ
イ
メ
【
ф
庁
命
】
】り
　
ヽ
′
「
】円
の
申
ｒ
・　
一
ｐ
　
一弓
・
・Ｆ
】
ヽ
ｒ
【
付
】〇
一
の
∽
　
”
　
「日
ｏ
い
ｏ
一「Ｆ
Ｏ
〕
´
「
一
一
Ｆ
ｏ
「
ギ
んヤド
中
Ｌ
■
●
ｖ　
　
市〇
　
一”す
●
　
一中
〇
一つ
【
●
Ｂ
　
一●
≡
，Ｎ
の
コ
の
　
（）～
（Ｆ
ｃ
　
宅
「
ｏ
Ｌ
島
】
Ｆ
Ｅ
キ
　
一
コ
〕
ф
【
Ｌ
命
】と
申
」
）
”
，
い
　
く
Ｐ
↓
】
ｏ
】白
↓ャ】
ｏ
∽
の
一
】
】
一
〇
一ぃす
ｏ
空
〕
ｏ
【
　
市
Ｊ
０
戸
ゴ
】す
住
∽
す
庁
〔〕
ｃ
ち
　
ピヽ
〓
留
中（ヽ
】
名
ユ
車
・ωｐ
　
中Ｄ
　
コ
（ツ４
〔工
）
〔一ャま
す
ｏ
「
　
？
や
中
塚
り要
と
】
↑
∽
（〕付
十
∽
】
∽
①
●
↑
（
ヤヨ
ン
げ
３
【
　
時
“
，
【
∞
や
０
　
こ
　
　
”
て
（呼
　
【「
キ
科
十
人
』
ｔ
ワ
千
１
カ
ー
は
抵
抗
の
立
場
を
次
の
如
く
述
べ
る
。
「
悩
み
多
、ヽ
こ
し
■
多
い
わ
た
し
の
一兄
弟
た
ち
に
向
つ
て
、
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を
出
す
に
あ
た
り
、
わ
た
し
は
、
わ
れ
わ
れ
〔
黒
人
ｗ
ヤ官
み
じ
め
一な
無
知
と
悲
惨
に
，
一ど
め
ｆ
ｔ
お
こ
う
と
熱
烈
に
欲
十
二
】）人
々
、　
ま
■
神
一空
一呈
一年
″
、わ
れ
わ
れ
と
そ
の
子
供
≡ど
、
か
れ
ら
と
そ
の
十
及
，
の
奴
訴
ナ
・し
、
役
吉
と
し
給
う
た
と
確
信
一す
る
人
々
芹
，ど
が
、
わ
た
し
を
井
難
す
る
で
あ
る
う
こ
と
を
、
よ
く
承
知
し
て
い
る
。
敢
て
イ
言
え
ば
、
わ
た
し
は
、　
か
か
る
貫
欲
な
人
々
の
た
め
に
不
従
含
一）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
185,
(184)
南
北
戦
争
以
前
だ
お
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
自
蓋
一黒
人
に
つ
順
な
な
ら
ず
者
同
様
に
社
会
の
平
和
を
騒
々
し
く
授
乱
す
る
無
知
て
廷
薄
な
者
と
し
イ
・
公
衆
の
前
に
ひ
き
出
さ
れ
、
そ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
み
じ
め
さ
に
つ
い
イ
、
少
」
ば
か
り
述
べ
か
つ
〓“
イ
中た
ち
を
暴
い
た
、　
と
い
う
理
由
て
投
獄
さ
れ
殺
さ
れ
る
ネ
・も
輛
れ
な
ｔ、
、
な
ど
と
思
つ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
≡
≡
≡
「
に
、
多
く
つ
兄
弟
た
ち
、
な
か
ん
ず
く
知
ら
ず
静
一ら
ず
の
肉
″十こ
、
収
計
所
有
者
ギ
暴
君
た
ち
―
―
か
れ
ら
は
、
自
分
あ
一高
ル
の
こ
が
か
れ
ら
の
全
く
生
小知
な
兄
弟
の
血
と
汗
と
に
よ
つ
て
一得
ら
れ
る
こ
と
を
示
知
し
て
い
る
＝
＝
と
結
び
つ
い
て
い
る
人
々
〔
つ
ま
…，
、
わ
れ
わ
れ
が
本
文
に
お
い
て
検
討
し
た
少
統
一例
外
の
卜
一層
・宮
十
一黒
人
を
指
す
の
一
〓
ダ
ンヽ
も
―
‐引
用
者
〕
は
、
立
ち
上
つ
て
れ
た
し
を
馬
る
か
も
究
れ
な
い
。
‐十
■
・う
、
わ
れ
わ
れ
の
間
ｒ
■
る
嫉
妬
深
い
人
々
ｔ
、　
こ
ん
な
ふ
う
に
言
い
逃
れ
を
言
う
か
も
ヤ
れ
な
い
。
こ
の
不
は
、
読
を
値
打
ち
な
ぞ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
一■
一人
こ
国
人
の
攻
幸
主
と
〕
は
、
万
事
う
一ま
い
具
合
に
い
つ
て
い
る
。
出
，来
も
し
な
い
の
に
、
わ
れ
わ
れ
の
状
況
を
よ
く
し
よ
う
■
！
ど
」
試
み
る
こ
と
は
無
駄
な
こ
と
だ
、
と
．
士
想
し
そ
う
一言
う
の
十
六
卜
は
ゎ
た
し
は
こ
う
問
い
掛
け
よ
う
ち
十
１
わ
れ
わ
れ
の
状
態
止
、
こ
れ
以
上
悪
く
な
る
も
の
だ
ろ
う
力、
！
―
―
も
つ
と
み
じ
め
に
た
一る
ｉも
の
だ
ろ
う
か
，
　
若
し
何
か
変
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
れ
め
は
大
し
た
工
と
で
な
く
て
も
、
や
が
て
は
よ
く
な
る
、　
と
‐ｆ、
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
つ
　
ふ
一れ
ら
〔
攻
隷
所
有
者
】
は
、
わ
れ
わ
れ
を
こ
れ
以
上
に
貶
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
■
つ　
　
一
（
一
〓
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
】
十
一
井
件
、
行
一処
で
車誰
が
、
み
ヽ
う
】
中
来
ス
“）
と
言
■
つ
の
か
つ
　
　
竹
”（
器
坊
有
舌
は
、
今
一に
以
上
に
わ
れ
わ
れ
〔
黒
人
〕
を
ひ
ど
く
れ
下
ン
こ
と
を
怖
れ
て
い
る
。
　
？
ま
り
、
そ
大
す
ｉ
一
ば
、
一日
分
た
ち
ヽ
≡
一き
イ
、
は
お
れ
，な
イ
ヽ
一
・は
る
、　
と
い
」
，
こ
ン
チ
一千
一
分
に
一本
知
一
し
て
ヽ
い
ス
ヤ
か
ト
ツ
で
あ
▼名
一
こ
で
わ
た
・し
は
、
あ
■
ど
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
一
切
の
井
井
に
応
え
、
こ
の
書
物
を
書
く
動
機
を
、
何
者
に
も
悼
ら
ず
に
兼
■
一
よ
う
ｏ
　
つ
た
‐
）
の
日
中的
は
、
出
来
得
れ
ば
、
キ
ー
ニ
”
一
め
ら
れ
、
末
た
目
覚
め
ぬ
兄
弟
の
胸
の
底
に
、　
こ
の
自
由
■
共
和
国
に
お
片
る
、
わ
れ
わ
れ
〔黒
一人
〕
の
内
体
的
苦
痛
と
悲
惨
た
求
一況
に
っ
い
て
、
充
分
知
り
、
荒
分
考
え
る
知
き
、
精
神
を
呼
び
営
ま
す
こ
と
な
（り
で
あ
る
　
　
　
　
丁
（
旦
，
＞
■
▼
片
ｑ
（
宮
Ｆ
▼
〔電
　
ユ
■
】
一一〉
一〕
小〕
）
一
岸
〇
一
）
一０
　
■
■
■
き
）
へ
ぜ
ｒ
，∪
分
中
的
ｏ
Ｒ
）」
∽
＝
〉営
・日
，
す
】
ｎ
キ
■
〕
島
】
ｏ
（∪
汗
一
∽
・〕
ｏ
こ
デ
じ
一つ
い
〓
】つ
〔一ｏ
●
【■
”
一　
〇
」
切
〇
ど
一ゴ
●
コ
】
一工
一の【〔）】】
▼　
て
Ｏ
ｒ
ｉ津
）
〕
●
　
［声　
ｏ
一
ゝ
　
な
お
同
じ
く
「
―
ト
ン
の
次
の
芸
書
を
参
買
さ
れ
た
い
。
〔
ド
再
い・市
９
Ｐ
　
句
凛
岩
は
ｏ
【
Ｆ
「甲
Ｔ
Ｐ
】
牡
ｉ岳
【コ
一ま
ｏ
（∪
一ヽ
∽
（ド
・主
〕
（
中
】
≡
‐
，
ｐ
Ｆデ
　
申
ｃヽ
０
））
Ｏ∽コ
のユ
фこ
く
　
のす
や
勺め　
　
夢「　
Ｄヨ
０
　
「
各
こ
）
か
か
る
机
点
に
お
い
て
柱軌
い
分
析
を
行
ち
た
Ｒ
ｔ
Ｂ
・
‐Ｔ
「
の
科
「
売
一み
を
キ
タ一招
、
。
ヵ
　
ロ
ツ
ギ
ｐ
　
申「「．ｏ
≡
２
６
単
，
レ】お
ｏ
毎
ｏ
】Ｊ
”
●
工
革
申
≡
げ
？
一キ
一
の
″
　
ｐ
Ｆ
、
　
キ
【
】
〇
　
∽
中
い
く
ｏ
・
】
　
（
〕
●
コ
オ
「Ｏ
く
の
ヽ
の
セ
）
　
】
∞
∞
〇
‐
　
！」
，｝
Ｏ
Ｏ
　
（
】
〕
騨
∽
付
】ｒ
”
〓
ユ
一〓
的
　ヽ
【Ｃ
卜
Ｃ
）
ご
・〕
ф
≡
”
（
一群
煙
「」鉄
イ
デ
ヤオ
Ｔ
Ｆ
Ｔ
Ｉ
の
鮭
い造
一と
占
＋
町
解
（開
と
に
■、″
ん
し
て
は
、
現
在
つ
呆
料
的
制
約
の
下
で
晶
一も
手
近
か
に
校
対
し
得
る
も
の
は
、
自
由
黒
一人
（は
じ
め
は
琳
一亡
攻
一隷
）
ア
レ
デ
リ
ン
タ
・
イ
グ
ラ
ス
の
諸
著
〓作
で
あ
ろ
う
。
　
コ
じ
ｏ
，品
】２
Ｐ
　
重
ギ
ロ
呂
す
お
宮
生
呂
】
句
，
ｏ
（と
９
Ｆ
（
Ｚ
ｏ
召
く
ｏ
【
Ｆ
　
中
∞
働
ｅ
）
【
専
・
卜
〔ト
ヰ　
ｒ
■
ｏ
”
口
〔
↓
【ヨ
ｏ
り
ま
！
申
キ
ｏ
（伊
，
【つ
汗
　
Ｕ
（），
生
料
の
（
呂
ｏ
ネ
３
】
■
　
中
す
ヽ
エ
昭
）
伽
】
∞
キ
　
円
∽
・
町
９
５
】「（
①
い
こ
ヽ
　
い『
．伊
①
　
Ｆ
】
！Ｆ
　
や
ち
は
　
Ｆ
、ユ
一す
玉
り
●
う　
，
】①〔
ｏ【中●片
　
じ
９
幅
一，
∽
（２
●〓
く
か〕鳴汗
　ヽ
岸ｃ
ａや
―
，ド々
ｊ
▼
　
」
ぐＣ言
，　
〉
〕
モ
・　
時
一
崎
〇
・　
↓な
いや
、　
ニ
ュ　
・―
　
‘　
イ
・―
「リ
ー
ン
ヂ
一、　
ギ
″
、
　
フ
ー
ド
大
や子
の
Ｂ
・ク
ォ
ー
レ
ス
は
『
黒
人
史
雑
↓誌
』
ぼ
狩
一，涌
の
ダ
，
′
ラ
ス
研
究
論
文
々
一発
表
し
、
ま
た
次
の
書
物
を
上
梓
し
て
い
る
，
∝
　
Ю
・申ｐ
【下
Ｐ
，
【（と
の，一つ汗
し
ｏ怠
【Ｆ
協
（ヨ
ざ
〔浄
野
叫
９
■
　
ド一ま
Ｐ
ｒ
ｔ
▼
”
留
　
奴
隷
解
放
運
動
只
研
究
に
お
い
て
、
以
上
の
ダ
″
”／
ス
の
諸
著
作
の
夜
討
は
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
】
附
　
記
本
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